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『
圜
悟
心
要
』
訳
注
（
二
）

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
『
圜
悟
心
要
』
研
究
会

解　

題

『
圜
悟
心
要
』
に
収
め
ら
れ
た
圜
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
の
「
法
語
」
の
う
ち
、
今
回
の
訳
注
で
は
、「
示
杲
書

記
」
を
取
り
上
げ
た
。「
臨り

ん
ざ
い
し
ょ
う
じ
ゅ
う
き

済
正
宗
記
」
の
別
名
で
も
知
ら
れ
る
こ
の
法
語
は
、
圜
悟
が
高
弟
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六

三
）
に
与
え
た
印
可
状
で
あ
り
、
同
じ
く
圜
悟
が
門
下
の
虎
丘
紹
隆
（
一
〇
七
七
～
一
一
三
六
）
に
与
え
た
印
可
状
「
示
隆
知
蔵
」

（「
流
れ
圜
悟
」
と
呼
ば
れ
る
前
半
部
分
が
、
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
）
と
と
も
に
、
古
来
、
禅
門
に
お
い
て
重
ん
じ
ら
れ

て
き
た
。
本
来
な
ら
、
前
回
の
【
１
】「
示
華
蔵
明
首
座
」
の
訳
注
に
続
き
、【
２
】「
寄
張
宣
撫
相
公
」
を
発
表
す
る
べ
き
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
目
下
、
研
究
会
に
お
い
て
読
み
終
え
て
い
る
法
語
の
う
ち
で
も
、【
８
】「
示
杲
書
記
」
を
優
先
し
て
発
表
す

る
の
は
、
こ
の
法
語
が
禅
門
内
外
で
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
諸
賢
の
目
に
触
れ
て
き
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
諸
賢
の
御
批
正
を
仰
ぎ
、
今
後
の
訳
注
作
業
や
読
了
分
の
修
正
作
業
に
大
い
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

解
題
と
訳
注
は
、
本
多
道
隆
が
担
当
し
た
。

＊
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所
謂
る
「
四
高
僧
伝
」
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
『
大
明
高
僧
伝
』
に
よ
れ
ば
、
圜
悟
克
勤
門
下
の
虎
丘
紹
隆
と
大
慧
宗
杲

は
、
宋
代
当
時
か
ら
「
二
甘
露
門
（
禅
門
の
双
壁
）」
と
称
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
編
纂
者
で
あ
る
幻
為
如
惺
（
生
卒
年
未
詳
）
は
、

こ
う
述
べ
て
い
る
。

北
宋
の
三
仏
（
圜
悟
克
勤
・
仏
鑑
慧
懃
・
仏
眼
清
遠
）
は
、
皆
な
〔
彼
ら
の
師
で
あ
る
五
祖
法
〕
演
公
の
道
を
唱
導
し
た
が
、

た
だ
仏
果
〔
克
勤
〕
だ
け
が
そ
の
真
髄
を
得
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
仏
果
の
室
内
に
入
り
、
何
も
の
を
も
畏お

そ

れ
な
い

〔
悟
り
の
境
地
の
〕
床腰

か
け

に
坐
っ
て
獅
子
が
吠
え
る
か
の
よ
う
な
〔
威
厳
の
あ
る
声
を
発
し
た
嗣
法
〕
者
は
、
さ
ら
に
十
数

人
を
下
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
法
嗣
の
う
ち
、
連
綿
と
し
て
そ
の
ま
ま
我
が
明
の
嘉
靖
・
隆
慶
年
間
に
至
り
、
な
お
も
余
臭

を
保
っ
て
人
々
の
鼻
を
く
す
ぐ
っ
て
い
る
の
は
、
妙
喜
（
大
慧
宗
杲
）
と
瞌
睡
虎
（
虎
丘
紹
隆
）
の
末
裔
だ
け
で
あ
る
。〔
門

下
の
〕
他
〔
の
法
脈
〕
は
、
三
伝
も
し
く
は
四
伝
し
て
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
っ
て
〔
途
絶
え
て
〕
し
ま
っ
た
こ
と
か

ら
し
て
、
こ
の
二
老
は
、
悠
久
の
〔
法
脈
を
後
世
に
伝
え
た
〕
者
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
当
時
、「
二

甘
露
門
（
禅
門
の
双
壁
）」
と
称
賛
さ
れ
た
の
も
、
当
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。（
北
宋
三
仏
並
唱
演
公
之
道
、
惟
仏
果
得
其
髄
也
。

而
入
仏
果
之
室
、
坐
無
畏
床
師
子
吼
者
、
又
不
下
十
余
人
。
独
後
法
嗣
之
縄
縄
直
至
我
明
嘉
隆
、
猶
有
臭
気
、
触
人
巴
鼻
者
、
妙
喜
与
瞌
睡

虎
之
裔
耳
。
他
則
三
四
伝
便
乃
寂
然
無
声
、
然
此
二
老
可
謂
源
遠
流
長
者
也
。
当
時
称
二
甘
露
門
、
不
亦
宜
乎
。）（
巻
五
「
平
江
府
虎
丘
沙
門
釈

紹
隆
伝
」T

50-916c

）

虎
丘
が
、
開
聖
禅
院
で
の
初
開
堂
か
ら
僅
か
十
年
も
満
た
な
い
う
ち
に
遷
化
し
、
禅
僧
と
し
て
の
本
格
的
な
活
動
期
間
が
短

か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
虎
丘
に
代
わ
っ
て
法
嗣
の
応
庵
曇
華
（
一
一
〇
三
～
一
一
六
三
）
が
、
大
慧
と
と
も
に
「
二
甘
露

門
」
と
称
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
（『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
一
九
「
応
庵
曇
華
」
条
・Z137-139d

）。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
嗣
法
者
が
十
数

人
を
下
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
圜
悟
門
下
、
あ
る
い
は
そ
の
法
孫
た
ち
の
間
に
あ
っ
て
、
圜
悟
の
正
嫡
と
も
い
う
べ
き
虎
丘
紹

隆
、
そ
し
て
虎
丘
の
法
を
嗣
い
だ
応
庵
曇
華
と
並
び
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
が
大
慧
宗
杲
で
あ
っ
た
。
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大
慧
の
門
人
、
祖
詠
が
撰
述
し
た
『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』（
Ｊ
１
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
大
慧
は
、
崇
寧
四
年
（
一
一
〇
五
）
十

七
歳
で
得
度
し
、
二
十
歳
の
時
に
曹
洞
宗
の
洞
山
道
微
（
生
卒
年
未
詳
）
に
参
じ
、
二
十
一
歳
の
時
、
臨
済
宗
黄
龍
派
の
湛
堂
文

準
（
一
〇
六
一
～
一
一
一
五
）
に
参
じ
た
。
政
和
五
年
（
一
一
一
五
）、
大
慧
が
二
十
七
歳
の
時
に
湛
堂
は
遷
化
す
る
が
、
そ
の
遷

化
に
先
だ
っ
て
、
湛
堂
か
ら
臨
済
宗
楊
岐
派
の
圜
悟
の
も
と
に
参
じ
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
宣
和
二
年
（
一
一

二
〇
）
に
、
無
尽
居
士
張
商
英
（
一
〇
四
三
～
一
一
二
一
）
か
ら
も
圜
悟
へ
の
師
事
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
大
慧
が
漸
く
圜
悟
の
も
と

に
参
じ
た
の
は
、
宣
和
七
年
（
一
一
二
五
）
四
月
一
日
、
三
十
七
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
時
、
圜
悟
は
、
東
京
（
河
南
省
開
封
）
の
天
寧
寺
に
住
し
て
い
た
。
大
慧
は
、
天
寧
寺
に
掛
搭
し
て
か
ら
四
十
二
日
を
過
ぎ

た
五
月
十
三
日
に
悟
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
圜
悟
の
側
近
く
で
半
年
の
あ
い
だ
徹
底
し
た
指
導
を
受
け
、
つ
い
に
そ
の

悟
り
を
圜
悟
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』
は
、「
宣
和
七
（
一
一
二
五
）
年
乙
巳
」
条
に
「〔
圜
悟
禅
師
は
〕
か
く
し
て
『
臨
済
正
宗
記
』
を

書
い
て
、
こ
れ
（
＝
宗
杲
）
に
付
与
し
、
記
室
（
書
疏
の
製
作
を
担
当
す
る
書
記
の
役
職
）
を
担
当
さ
せ
、〔
指
導
者
と
し
て
の
〕
座

を
分
か
ち
〔
圜
悟
門
下
の
〕
弟
子
を
指
導
さ
せ
た
（
遂
著
臨
済
正
宗
記
、
以
付
之
、
俾
掌
記
室
、
分
座
訓
徒
）」（J1-796c

）
と
記
し
て
い

る
。
し
か
し
、
圜
悟
自
身
が
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、「
折
し
も
、
都
（
東
京
）
が
〔
金
の
攻
撃
に
よ
り
〕
混
乱
し
て
い
た
の

で
、
相
談
し
あ
っ
て
〔
宗
杲
は
〕
汴
（
汴
州
・
東
京
の
こ
と
）
を
出
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
別
離
に
臨
ん
で
、
こ
れ
（
＝
「
示
杲

書
記
」
の
法
語
）
を
書
い
て
別
れ
た
（
会
都
下
擾
攘
、
相
与
謀
出
汴
。
臨
分
書
此
以
作
別
）」（『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
巻
上
之
下
・Z116-471d

）
と
い

う
。
こ
れ
は
、
建
炎
三
年
（
一
一
二
九
）
四
月
十
七
日
に
、
当
時
、
雲
居
山
に
住
し
て
い
た
圜
悟
が
、「
示
杲
書
記
」
の
法
語
に

追
記
し
た
跋
文
の
一
節
で
あ
る
。
大
慧
は
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
八
月
に
都
を
離
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
圜
悟
が
法
語

を
与
え
た
の
は
、
大
慧
が
大
悟
徹
底
し
た
翌
年
、
彼
と
の
別
れ
に
際
し
て
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
慧
が
天
寧
寺
の
圜
悟
の
も
と
に
参
じ
て
か
ら
、
印
可
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
が
一
年
に
満
た
ず
、
非
常
に
短
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い
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
も
っ
と
も
、
圜
悟
は
、
大
慧
が
初
め
て
入
室
し
て
来
た
時
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
宣
和
年
間
、

〔
私
は
〕
た
ま
た
ま
勅
旨
を
奉
じ
て
天
寧
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。
彼
（
＝
宗
杲
）
は
、〔
私
よ
り
も
〕
一
日
早
く
入
堂
し
て
い
た
。

そ
の
後
、〔
参
禅
の
た
め
に
、
彼
が
私
の
〕
室
内
に
や
っ
て
来
て
言
葉
を
発
し
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て
人
並
み
で
は
な
い
〔
立

派
な
〕
も
の
で
あ
っ
た
（
宣
和
中
、
会
被
旨
領
天
寧
。
渠
即
先
一
日
入
堂
。
已
而
造
室
中
発
語
、
果
異
常
）」（『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
巻
上
之
下
・

Z116-471d

）
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
洞
山
道
微
や
湛
堂
文
準
へ
の
師
事
、
そ
し
て
張
商
英
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
、
天
寧
寺
掛

搭
時
に
は
機
縁
が
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
慧
が
圜
悟
の
も
と
で
大
悟
す
る
に
至
っ
た
こ
う
し
た
経
緯
は
、
既
に
宣
和
六
年
（
一
一
二
四
）
の
段
階
で
印
可
を
受
け
て

い
た
師
兄
の
虎
丘
紹
隆
が
少
な
く
と
も
十
年
以
上
は
圜
悟
門
下
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
と
比
べ
、
そ
の
事
情
は
か
な
り
異
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
圜
悟
は
、
法
語
の
跋
文
の
中
で
、
大
慧
の
大
悟
に
つ
い
て
、「
私
は
〔
門
下
に
優
れ
た
〕
人
材
が
得
ら
れ
た

こ
と
を
喜
ぶ
の
で
は
な
い
。
た
だ
た
だ
こ
の
正
法
眼
蔵
（
正
し
い
法教
え

の
眼
目
）
を
徹
底
的
に
見
き
わ
め
た
者
が
い
て
、
臨
済
正
宗

（
臨
済
義
玄
の
正
し
い
宗
旨
）
を
興
起
で
き
る
こ
と
を
喜
ぶ
の
だ
（
予
不
喜
得
人
。
但
喜
此
正
法
眼
蔵
有
覰
得
透
徹
底
、
可
以
起
臨
済
正
宗
）」

（『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
巻
上
之
下
・Z116-471d

）
と
記
し
て
お
り
、
大
慧
に
か
け
る
期
待
は
大
き
か
っ
た
。

既
に
前
回
の
訳
注
（
一
）
の
「
は
し
が
き
」
で
野
口
善
敬
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
圜
悟
の
法
語
に
見
ら
れ
る
文
章
表
現
の
解

釈
や
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
禅
問
答
の
真
意
の
汲
み
取
り
は
、
難
渋
を
き
わ
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
示
杲
書
記
」
も
例
外
で

は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
法
語
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
趣
旨
は
一
貫
し
て
い
て
比
較
的
理
解
し
や
す
い
と
い
え
よ
う
。

ま
ず
、
馬
祖
道
一
や
黄
檗
希
運
の
大大

い
な
る
は
た
ら
き

機
大
用
を
継
ぐ
臨
済
義
玄
の
宗
風
や
、
臨
済
か
ら
嗣
法
し
た
門
下
の
禅
僧
た
ち
の
接
化

ぶ
り
が
具
体
的
に
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
臨
済
正
宗
が
今こ

ん

日に
ち

ま
で
連
綿
と
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
掲
げ
興
起

し
て
こ
そ
、
馬
祖
に
始
ま
り
、
臨
済
を
経
て
、
楊
岐
派
の
派
祖
た
る
楊
岐
方
会
に
伝
わ
っ
て
き
た
一
流
の
法
脈
に
連
な
り
、
そ

の
児
孫
た
り
得
る
こ
と
が
切
々
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
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「
示
杲
書
記
」
に
そ
の
名
が
見
え
る
祖
師
た
ち
は
、
馬
祖
道
一
以
後
、
臨
済
義
玄
に
至
る
禅
僧
た
ち
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、

臨
済
以
降
、
楊
岐
方
会
に
連
な
る
臨
済
正
宗
の
継
承
者
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
法
語
で
言
及
さ
れ
る
祖
師
た
ち
を
中
心
と
し
て
そ

の
師
承
関
係
を
整
理
す
る
と
、
法
語
の
趣
旨
の
一
貫
性
が
よ
り
一
層
鮮
明
に
な
る
。

《
法
系
略
図
》

菩
提
達
磨

六
祖
慧
能

馬
祖
道
一

百
丈
懐
海

黄
檗
希
運

臨
済
義
玄

興
化
存
奨

南
院
慧
顒

風
穴
延
沼

首
山
省
念

宝
寿
延
沼

鎮
州
宝
寿

三
聖
慧
然

汾
陽
善
昭

石
霜
楚
円

（
楊
岐
派
）

楊
岐
方
会

白
雲
守
端

五
祖
法
演

（
虎
丘
派
）

虎
丘
紹
隆

圜
悟
克
勤

（
大
慧
派
）

大
慧
宗
杲

（
黄
龍
派
）

黄
龍
慧
南

真
浄
克
文

湛
堂
文
準
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圜
悟
が
大
慧
の
た
め
に
書
き
与
え
た
印
可
状
の
関
鍵
に
「
臨
済
正
宗
」
を
据
え
た
の
は
、
臨
済
義
玄
が
宋
代
当
時
の
臨
済
宗

の
主
流
を
成
し
た
楊
岐
派
と
黄
龍
派
の
源
流
に
ほ
か
な
ら
ず
、
か
つ
ま
た
、
大
慧
が
黄
龍
派
の
湛
堂
文
準
の
薫
陶
を
親
し
く
受

け
、
楊
岐
派
の
圜
悟
の
も
と
で
大
悟
し
た
と
い
う
事
情
が
理
由
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
宗
祖
臨
済
義
玄
の
宗
風
と
そ
の

門
下
の
接
化
ぶ
り
か
ら
説
き
起
こ
し
、
臨
済
下
に
連
綿
と
伝
わ
っ
て
き
た
そ
の
正
し
い
宗
旨
の
宣
揚
を
、
大
慧
に
期
待
す
る
の

で
あ
る
。

嗣
法
後
の
大
慧
は
、「
ま
さ
に
自み

ず
か

ら
の
力
量
を
包
み
隠
し
て
時
流
が
落
ち
着
く
の
を
待
ち
、
そ
の
後
に
自
己
の
本
懐
を
実
践

に
移
さ
ん
と
せ
よ
（
正
欲
韜
晦
竢
時
清
平
、
然
後
行
自
己
志
願
）」（『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
巻
上
之
下
「
圜
悟
禅
師
送
大
慧
住
庵
」Z116-472b

）
と
い
う

圜
悟
の
教
え
を
固
く
守
り
続
け
た
。
そ
の
彼
が
、
紹
興
七
年
（
一
一
三
七
）、
径
山
能
仁
禅
寺
に
住
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
、『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
一
五
「
大
慧
宗
杲
」
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
件く

だ

り
が
見
え
る
。

円
悟
が
蜀
（
四
川
省
）
に
在
り
し
と
き
、
右
丞
相
の
張
魏
公
浚
（
張
浚
）
に
〔
大
慧
の
将
来
を
〕
託
し
て
言
っ
た
、「
杲
首

座
は
、
真ま

こ
と

に
仏
法
の
真
髄
を
得
て
お
り
ま
す
。
も
し
〔
杲
首
座
が
、
住
持
と
し
て
世
に
〕
出
な
い
と
な
れ
ば
、
臨
済
宗
を

支
え
る
者
は
お
り
ま
せ
ん
」
と
。
魏
公
は
復
官
す
る
と
、
径
山
に
〔
住
持
と
し
て
〕
こ
れ
（
＝
大
慧
）
を
迎
え
た
。〔
大
慧

の
〕
仏
法
の
盛
ん
さ
は
当
代
随
一
で
あ
り
、〔
そ
の
も
と
に
参
じ
た
〕
二
千
人
余
り
の
修
行
者
は
、
皆
な
諸
方
の
俊
英
で

あ
っ
た
。（
円
悟
在
蜀
、
嘱
右
丞
張
魏
公
浚
曰
、「
杲
首
座
真
得
法
髄
。
苟
不
出
、
無
支
臨
済
宗
者
」。
魏
公
還
朝
、
以
径
山
迎
之
。
道
法
之

盛
、
冠
于
一
時
。
衆
二
千
余
、
皆
諸
方
俊
乂
。）（Z137-113c

）

大
慧
は
、
径
山
へ
の
入
院
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
、
長
期
に
わ
た
る
配
流
の
憂
き
目
に
遭
い
な
が
ら
も
、
禅
門
の
み
な
ら

ず
、
宋
代
思
想
界
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
く
。

大
慧
禅
の
最
大
の
特
色
は
、
臨
済
禅
に
お
け
る
接
化
方
法
の
変
革
に
あ
っ
た
。
大
慧
は
、
従
来
の
公
案
参
究
の
方
法
を
、

「
趙

じ
ょ
う
し
ゅ
う
州
狗く

子す

」（
所
謂
る
「
無
字
」）「
麻
三
斤
」「
乾
屎
橛
」
と
い
っ
た
、
意
味
や
論
理
が
完
全
に
脱
落
し
た
「
無
義
」
の
話
頭
に
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特
化
さ
せ
、
動
静
一
貫
の
工
夫
に
よ
っ
て
悟
り
の
成
就
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
看
話
禅
を
確
立
し
た
。

ま
た
、
張
九
成
（
一
〇
九
二
～
一
一
五
九
）、
張
浚
（
一
〇
九
七
～
一
一
六
四
）、
湯
思
退
（
？
～
一
一
六
四
）、
汪
応
辰
（
一
一
一
九
～

一
一
七
六
）
と
い
っ
た
当
時
の
名
だ
た
る
士
大
夫
た
ち
と
交
流
を
深
め
、
彼
ら
の
接
化
に
力
を
発
揮
し
た
。
朱
子
学
を
確
立
し

た
朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
は
、

仏
日
大
師
こ
と
〔
大
慧
〕
宗
杲
の
徒

と
も
が
ら

な
ど
は
、
も
と
も
と
気
概
が
大
き
い
。
だ
か
ら
、
一
世
を
突
き
動
か
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
り
、
張
子
韶
（
張
九
成
）
や
汪
聖
錫
（
汪
応
辰
）
と
い
っ
た
連
中
な
ど
は
、
皆
な
彼
に
北
面
〔
し
て
帰
依
〕
し

た
の
で
あ
る
。（
如
杲
佛
日
之
徒
、
自
是
氣
魄
大
。
所
以
能
鼓
動
一
世
、
如
張
子
韶
汪
聖
錫
輩
、
皆
北
面
之
。）（『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
・
第

八
一
条
、
汲
古
書
院
訳
注
本
㊦p.366
）

と
述
べ
て
い
る
。
朱
熹
自
身
、
十
代
の
頃
に
禅
に
傾
倒
し
、
大
慧
の
高
弟
、
開
善
道
謙
（
生
卒
年
不
詳
）
と
接
し
た
経
験
を
持

つ
。
朱
熹
は
、
の
ち
に
大
慧
禅
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
を
展
開
す
る
が
、
そ
の
朱
熹
で
さ
え
、
禅
僧
と
し
て
の
大
慧
の
力
量
と

士
大
夫
社
会
へ
の
大
慧
禅
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

先
の
『
嘉
泰
普
燈
録
』
の
逸
話
は
、
張
浚
が
大
慧
の
示
寂
に
際
し
て
撰
し
た
「
大
慧
普
覚
禅
師
塔
銘
」（『
大
慧
語
録
』
巻
六
・T

47-

837a

）
に
見
え
る
同
様
の
記
述
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
張
浚
が
記
す
圜
悟
の
言
葉
に
は
、「
真ま

こ
と

に
法
髄
を
得う

（
真
得
法
髄
）」（T

47-837a

）
と
あ
る
の
み
で
、
続
く
「
苟い

や

し
く
も
出
で
ざ
れ
ば
、
臨
済
宗
を
支
え
る
者
無
し
（
苟
不
出
、
無
支
臨
済
宗

者
）」
の
言
葉
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
元
代
の
大
慧
派
元
叟
行
端
（
一
二
五
五
～
一
三
四
一
）
は
、
こ
の
言
葉
を
取
り
上
げ
、

さ
ら
に
、「
大
慧
師
翁
は
〔
径
山
能
仁
禅
寺
の
住
持
と
し
て
〕
世
に
出
ら
れ
、
済臨

北済

の
一
宗
は
、
こ
れ
以
降
、
天
下
を
揺
り
動

か
し
耀
か
し
た
（
大
慧
師
祖
出
世
、
済
北
一
宗
、
由
是
震
耀
天
下
）」（『
元
叟
行
端
禅
師
語
録
』
巻
七
「
跋
張
紫
巌
及
円
悟
宏
智
諸
老
墨
跡
」Z124-28a

）
と

述
べ
た
。
ま
さ
に
圜
悟
の
言
葉
通
り
、
大
慧
は
臨
済
宗
を
支
え
る
存
在
と
な
り
、
そ
の
径
山
出
世
に
よ
っ
て
臨
済
宗
が
一
世
を

風
靡
し
た
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
元
叟
の
法
孫
に
あ
た
る
元
末
明
初
期
の
南
石
文
琇
（
一
三
四
五
～
一
四
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一
八
）
は
、「
妙
喜
は
、
臨
済
宗
を
中
興
し
た
（
妙
喜
中
興
臨
済
宗
）」（『
南
石
文
琇
禅
師
語
録
』
巻
三
「
賀
益
仲
虚
住
江
陰
光
孝
」Z124-203c

）
と
称

賛
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
後
世
に
お
い
て
、
大
慧
は
、
臨
済
宗
を
宣
揚
し
た
立
役
者
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
た
。

圜
悟
は
、
大
悟
徹
底
し
た
大
慧
の
た
め
に
「
示
杲
書
記
」
を
書
き
与
え
、
そ
の
中
で
臨
済
正
宗
に
つ
い
て
説
い
た
。
そ
し

て
、
そ
の
跋
文
に
お
い
て
「
た
だ
た
だ
こ
の
正
法
眼
蔵
（
正
し
い
法教
え

の
眼
目
）
を
徹
底
的
に
見
き
わ
め
た
者
が
い
て
、
臨
済
正
宗

を
興
起
で
き
る
こ
と
を
喜
ぶ
の
だ
（
但
喜
此
正
法
眼
蔵
有
覰
得
透
徹
底
、
可
以
起
臨
済
正
宗
）」
と
記
し
、
大
慧
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
た
が
、
径
山
出
世
後
の
行
履
や
後
世
の
評
価
を
振
り
返
れ
ば
、
大
慧
は
、
圜
悟
の
こ
う
し
た
期
待
に
対
し
、
十
分
に
応
え
得

た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

�

（
本
多
道
隆
）
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訳　

注

�　
　
　
　
《�『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
巻
一
五
（J1-645c~646a

・T
47-783a~b

）
に
も
収
載
。
対
校
に
あ
た
っ
て
使
用
し
た
『
語
録
』
の

底
本
は
、
元
版
『
圜
悟
禅
師
語
録
』（
大
谷
大
学
図
書
館
神
田
文
庫
所
蔵
／
請
求
番
号
・
余
甲229

）
で
あ
る
。》

（
題
名
）

示
杲
書（

１
）記（
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
杭
州
徑
山（

３
）

＊

杲
書
記
に
示
す　
　
　
　
　
　
　

杭
州
の
徑
山
に
住
す

＊

杲
書
記
に
示
し
た
法
語　
　
　
　

杭
州
（
浙
江
省
）
の
径
山
に
住
す
る

《
語
注
》

（
１
）
杲
書
記
＝
圜
悟
克
勤
の
法
嗣
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）
の
こ
と
。
道
号
は
妙
喜
、
賜
号
は
仏
日
大
師
・
大
慧
禅
師
、
諡

号
は
普
覚
禅
師
。
宣
州
（
安
徽
省
）
の
人
。
俗
姓
は
奚
氏
。
十
六
歳
で
慧
雲
院
の
慧
斉
を
参
学
の
師
と
し
、「
宗
杲
」
の
法
名
を
得

る
。
翌
年
、
剃
髪
得
度
し
て
僧
と
な
り
、
戒
を
受
け
た
後
、
十
八
歳
の
時
に
慧
斉
の
も
と
を
離
れ
て
諸
方
を
行
脚
す
る
。
そ
の
後
、

郢
州
（
湖
北
省
）
の
大
陽
山
で
洞
山
道
微
（
曹
洞
宗
）
に
参
じ
、
二
十
一
歳
の
時
に
湛
堂
文
準
（
臨
済
宗
黄
龍
派
）
に
参
じ
た
。
湛
堂
示

寂
後
の
二
十
八
歳
の
時
、
湛
堂
の
塔
銘
を
依
頼
す
る
た
め
、
居
士
と
し
て
名
高
い
張
商
英
を
訪
ね
る
。
こ
の
時
、
張
商
英
か
ら
「
妙

喜
」
の
号
と
「
曇
晦
」
の
字あ

ざ
な
を
授
か
っ
た
。
宣
和
七
年
（
一
一
二
五
）、
三
十
七
歳
の
時
、
天
寧
寺
の
圜
悟
克
勤
（
臨
済
宗
楊
岐
派
）
の

【
８
】
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も
と
に
参
じ
て
大
悟
、
嗣
法
す
る
。
翌
年
、
右
丞
相
呂
舜
徒
の
奏
上
に
よ
り
紫
衣
と
「
仏
日
大
師
」
の
号
が
下
賜
さ
れ
る
。
紹
興

四
年
（
一
一
三
四
）、
四
十
六
歳
の
時
、
福
州
に
赴
き
、
真
歇
清
了
（
曹
洞
宗
）
の
求
め
に
応
じ
て
普
説
を
行
う
。
そ
の
後
、『
辨
正
邪

説
』
を
著
し
て
黙
照
禅
批
判
を
始
め
る
。
四
十
九
歳
で
径
山
（
浙
江
省
）
に
入
院
し
、
そ
の
も
と
に
多
く
の
修
行
僧
が
集
ま
っ
た
が
、

五
十
三
歳
の
時
に
主
戦
派
の
張
九
成
ら
に
連
座
し
、
和
平
派
の
秦
檜
の
怒
り
を
買
っ
て
、
衡
州
（
湖
南
省
）
に
流
罪
と
な
る
。
六
十

二
歳
の
時
に
梅
州
（
広
東
省
）
へ
配
所
を
移
さ
れ
た
。
六
十
七
歳
の
時
に
秦
檜
が
没
し
た
た
め
恩
赦
を
蒙
り
、
翌
年
、
勅
旨
に
よ
っ

て
僧
籍
に
復
帰
し
、
阿
育
王
山
に
入
院
し
た
。
六
十
九
歳
の
時
に
宏
智
正
覚
（
曹
洞
宗
）
の
葬
儀
を
つ
か
さ
ど
る
。
七
十
歳
で
再
び

径
山
に
入
院
し
、
七
十
四
歳
の
時
、
孝
宗
よ
り
「
大
慧
禅
師
」
の
号
を
賜
る
。
隆
興
元
年
（
一
一
六
三
）
八
月
十
日
示
寂
。
看
話
禅

を
確
立
し
た
大
慧
の
禅
風
は
、
朱
子
学
の
祖
、
朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
ら
の
批
判
を
呼
び
起
こ
す
ほ
ど
、
宋
代
思
想
界
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
著
述
と
し
て
『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
全
三
十
巻
（
Ｔ
47
所
収
）
な
ど
が
あ
る
。
大
慧
の
生
涯
と
そ
の
思

想
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
『
大
慧
書
』
解
説
（《
禅
の
語
録
17
》
筑
摩
書
房
・
一
九
六
九
）、
石
井
修
道
「
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
の
研
究

（
上
）（
中
）（
下
）」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
七
号
・
一
九
七
九
、
同
・
一
九
八
〇
、
同
・
一
九
八
二
）、
同
「
虎
丘
紹
隆
と
大
慧
宗
杲
」

（『
仏
教
史
学
研
究
』
第
二
五
巻
・
第
一
号
・
一
九
八
二
）、
同
『
禅
語
録
』
解
説
「
看
話
禅
の
性
格
」（《
大
乗
仏
典
〈
中
国
・
日
本
篇
〉》
中
央
公
論
社
・
一

九
九
二
）、『
禅
の
思
想
辞
典
』「
大
慧
宗
杲
」
条
（
石
井
修
道
氏
が
担
当
、
東
京
書
籍
・
二
〇
〇
八
・p.343

）、
野
口
善
敬
「
後
世
に
お
け
る
大
慧

宗
杲
の
評
価
」（『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
第
八
号
・
二
〇
一
三
）、
中
西
久
味
「『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』
訳
注
稿
（
一
）」（『
比
較
宗

教
思
想
研
究
』
第
十
四
輯
・
二
〇
一
四
）
な
ど
に
詳
し
い
。「
書
記
」
は
、「
書
状
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
書
状
を
記
す
役
職
で
、
禅
林
に
お

い
て
書
疏
の
製
作
を
担
当
し
、
首
座
に
次
い
で
第
二
座
と
も
言
わ
れ
る
。
鏡
島
元
隆
他
『
訳
註
禅
苑
清
規
』
巻
三
「
書
状
」
条
（
曹

洞
宗
宗
務
庁
・
一
九
七
二
・p.127

）
な
ど
を
参
照
。
大
慧
が
、
天
寧
寺
の
圜
悟
克
勤
の
も
と
で
書
記
の
役
職
を
担
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、

『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』「
宣
和
七
（
一
一
二
五
）
年
乙
巳
」
条
に
は
、「
師
、
乃
ち
是
れ
四
月
初
一
日
に
挂
搭
し
、
圜
悟
、
初
二
日
に

入
院
し
、
五
月
十
三
日
、
悟
道
す
。
四
月
初
一
日
自よ

り
、
五
月
十
三
に
至
る
に
、
乃
ち
四
十
二
日
な
り
。
悟
道
の
後
、
持
鉢
化
縁
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し
畢お

わ
り
、
書
記
寮
に
入
る
こ
と
明
ら
か
な
り
（
師
乃
是
四
月
初
一
日
挂
搭
、
圜
悟
初
二
日
入
院
、
五
月
十
三
日
悟
道
。
自
四
月
初
一
日
、
至
五

月
十
三
、
乃
四
十
二
日
。
悟
道
後
、
持
鉢
化
縁
畢
、
入
書
記
寮
明
矣
）」（J1-797a

）
と
あ
り
、
大
悟
し
て
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
２
）
示
杲
書
記
＝
大
慧
宗
杲
が
圜
悟
克
勤
か
ら
与
え
ら
れ
た
印
可
状
で
、
法
語
の
冒
頭
の
一
句
を
取
り
、
後
に
「
臨
済
正
宗
記
」
と

呼
ば
れ
る
。『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』「
宣
和
七
（
一
一
二
五
）
年
乙
巳
」
条
に
は
、「〔
圜
悟
は
〕
遂
に
『
臨
済
正
宗
記
』
を
著
し
、

以
て
之
（
＝
宗
杲
）
に
付
し
、
記
室
（
書
記
の
役
職
）
を
掌

つ
か
さ
どら
し
め
、
座
を
分
か
ち
て
徒
を
訓お

し

え
し
む
（
遂
著
臨
済
正
宗
記
、
以
付
之
、
俾

掌
記
室
、
分
座
訓
徒
）」（J1-796c

）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
巻
上
之
下
に
は
、
建
炎
三
年
（
一
一
二
九
）
四

月
十
七
日
に
、
当
時
雲
居
山
の
住
持
で
あ
っ
た
圜
悟
自
身
が
追
加
し
た
跋
文
が
収
録
さ
れ
て
お
り
（Z116-471d~472a

、『
年
譜
』「
宣
和
七

年
乙
巳
」
条
に
も
見
え
る
）、
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
法
語
が
大
慧
に
与
え
ら
れ
た
の
は
、
大
悟
の
翌
年
の
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

（
３
）
住
杭
州
徑
山
＝
「
杭
州
」
は
、
浙
江
省
東
北
部
の
都
市
。
南
宋
期
に
は
、
事
実
上
の
首
都
、
臨
安
府
が
置
か
れ
て
政
治
の
中
心

地
と
し
て
栄
え
、
元
代
以
後
も
国
際
都
市
と
し
て
繁
栄
し
た
。「
径
山
」
は
、
浙
江
省
杭
州
府
餘
杭
県
西
北
五
十
里
に
あ
り
、
山
麓

に
は
、
後
に
中
国
五
山
の
一
つ
と
な
っ
た
能
仁
興
聖
万
寿
禅
寺
が
あ
る
。
唐
代
天
宝
年
間
（
七
四
二
頃
）
に
国
一
国
師
道
欽
（
法
欽
）

が
庵
を
結
ん
で
幽
居
し
、
代
宗
の
命
に
よ
り
大
暦
四
年
（
七
六
九
）
に
寺
を
建
立
し
た
。
紹
興
七
年
（
一
一
三
七
）
に
大
慧
宗
杲
が
住

し
、
淳
熙
七
年
（
一
一
八
〇
）
に
は
別
峰
宝
印
が
勅
を
奉
じ
て
晋
山
し
た
。「
興
聖
万
寿
禅
寺
」
の
号
は
、
こ
の
と
き
賜
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
無
準
師
範
・
虚
堂
智
愚
ら
も
晋
住
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。『
禅
学
』（p.236

）
参
照
。『
径
山
志
』
十
四
巻
（『
中
国
仏
寺

史
志
彙
刊
』
第
一
輯
・
第
三
一
冊
、
第
三
二
冊
所
収
）
が
あ
る
。
杭
州
に
は
径
山
万
寿
寺
の
ほ
か
、
南
山
浄
慈
寺
や
霊
隠
寺
な
ど
の
名
刹
が
あ

る
。

臨
濟
正

）
1
（

宗
、
自
馬
師
黄
檗
闡
大
機
發（

一
）

大
用
、
脱
籠（

二
）羅
出
窠
臼

）
2
（

。
虎
驟
龍
馳

）
3
（

、
星
飛
電
激

）
4
（

、
巻
舒
擒
縦

）
5
（

、
皆
據
本
分

）
6
（

。
綿
綿
的
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的
）
7
（

到
風
穴
興

）
8

　（
三
）　（化

、
唱
愈
髙
機
愈
峻
。
西
河
弄
師
子

）
9
（

、
霜
華
奮
金
剛

）
（1
（

王
。）

（（
（

非
深
入
閫
奥

）
（1
（

、
親
授（

四
）

印
記
、
莫（

五
）

知
端

）
（1
（

倪
、
徒
自
名

）
（1
（

邈
、

只
益
戯

）
（1
（

論
。
大
抵
負
冲
天
氣
宇

）
（1
（

、
格
外
提
持

）
（1
（

、
不
戰
屈
人
兵
、
殺
人
不
眨
眼

）
（1
（

、
尚
未
髣

）
（1
（

髴
其
趣

）
11
（

向
。
况
移
星
換
斗

）
1（
（

、
轉
天
輪
、

廻
地
軸

）
11
（

耶
。
是
故
示
三
玄
三

）
11
（

要
、
四
料

）
11
（

簡
、
四
賓（

六
）主
、）

11
（

金
剛
王
寳
劔
、
踞
地
師
子
、
一
喝
不
作
一
喝
用
、
探
竿
影
草

）
11
（

、
一
喝
分

賓
主
、
照
用
一
時
行

）
11
（

、
許
多（

七
）絡
索）

11
（

。
多
少
學
家
、
摶
量
注
解

）
11
（

、
殊
不
知
、
我
王
庫
中（

八
）

無
如
是

）
11
（

刀
。
及（

九
）

弄
将
出
來

）
1（
（

、
看
底
只
是
眨

眼（
一
〇
）。

須
是
他
上

）
11
（

流
、
契

）
11
（

證
驗

）
11
（

認
、
正
按
旁

）
11
（

提
、
還

（
一
一
）本

分
）
11
（

種
草

）
11
（

。
豈
假
梯

）
11
（

媒
。
只
如
寳

）
11
（

壽
開

）
11
（

堂
、
三

）
1（
（

聖
推
出
一
僧
、
壽
便
打
。
三

（
一
二
）

聖
云
、「
你
與

（
一
三
）麼
爲

）
11
（

人
、
非
但

（
一
四
）瞎
卻
這（

一
五
）僧
、
瞎

）
11
（

卻
鎭

）
11
（

州
一
城
人
眼
去
在
」。
壽
擲
下
拄
杖
、
便
歸
方
丈

）
11
（

。
興
化
見
同
參
來
、
便

喝
。
僧
亦
喝
。
化
又
喝
、
僧
復
喝
。
化
云
、「
你
看
這
瞎
漢

）
11
（

」。（
一
六
）直
打
出
法
堂

）
11
（

。
侍
僧

（
一
七
）問
、「
這（

一
八
）僧
有
何
相
觸

）
11
（

悞
」。
化
云
、「
是

他
也
有
權（

一
九
）有
實

）
11
（

。
我
将
手
向
伊
面
前
橫
兩
遭

）
11
（

却
不
會
。
似
此
瞎
漢
、
不
打
更
待
何
時
」）

1（
（

。
看
他
、
本
色
宗

）
11
（

風
、
迥

）
11
（

然
超（

二
〇
）絶
、
不

貴
作
略
、
只

）
11

（
二
一
）（羡
他
眼
正
。
要
扶

（
二
二
）荷
正
宗
、
提
持
宗
眼
、
須
是
透
頂
透
底

）
11
（

、
徹
骨
徹
髓

）
11
（

、
不
渉
廉

）
11
（

纎
、
迥
然
獨

）
11
（

脱
。
然
後
的
的
相

承
）
11
（

、
可
以
起
此
大
法
幢
、
然
此
大
法
炬

）
11

（
二
三
）（也
。
繼
馬（

二
四
）祖
百
丈
首
山
楊
岐
、
不
爲
叨

）（
二
六
）

1（

（
二
五
）（竊
耳
。

　
【
校�

注
】（
一
）
發
＝
語
録
に
こ
の
一
字
無
し
。　
（
二
）
籠
羅
＝
語
録
は
「
羅
籠
」
に
作
る
。　
（
三
）
風
穴
興
化
＝
語
録
は
「
興
化

風
穴
」
に
作
る
。　
（
四
）
授
＝
語
録
は
「
受
」
に
作
る
。　
（
五
）
莫
＝
語
録
は
「
皆
莫
」
に
作
る
。　
（
六
）
賓
主
＝
語
録
は

「
主
賓
」
に
作
る
。　
（
七
）
絡
＝
語
録
は
「
落
」
に
作
る
。　
（
八
）
中
＝
語
録
は
「
内
」
に
作
る
。　
（
九
）
及
＝
語
録
に
こ
の

一
字
無
し
。　
（
一
〇
）
看
底
只
是
眨
眼
＝
語
録
は
「
看
底
只
眨
得
眼
」
に
作
る
。　
（
一
一
）
還
＝
語
録
は
「
須
還
」
に
作

る
。　
（
一
二
）
三
＝
語
録
に
こ
の
一
字
無
し
。　
（
一
三
）
與
麼
＝
語
録
は
「
恁
麼
」
に
作
る
。　
（
一
四
）
但
＝
語
録
は
「
却
」

に
作
る
。　
（
一
五
）
這
僧
＝
語
録
は
「
這
僧
眼
」
に
作
る
。　
（
一
六
）
直
打
出
法
堂
＝
語
録
は
「
僧
擬
議
、
直
打
出
法
堂
」
に

作
る
。　
（
一
七
）
侍
僧
＝
語
録
は
「
侍
者
」
に
作
る
。　
（
一
八
）
這
僧
＝
語
録
に
こ
の
二
字
し
。　
（
一
九
）
也
有
權
有
實
＝

語
録
は
「
也
有
權
也
有
實
」
に
作
る
。　
（
二
〇
）
超
絶
＝
語
録
は
「
殊
絶
」
に
作
る
。　
（
二
一
）
羡
＝
語
録
は
「
欽
」
に
作
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る
。　
（
二
二
）
扶
＝
語
録
は
「
符
」
に
作
る
。　
（
二
三
）
也
＝
語
録
に
こ
の
一
字
無
し
。　
（
二
四
）
繼
馬
祖
＝
語
録
は
「
繼

他
馬
祖
」
に
作
る
。　
（
二
五
）
叨
竊
＝
語
録
は
「
忝
竊
」
に
作
る
。　
（
二
六
）
耳
＝
語
録
は
「
尓
」
に
作
る
。

＊

臨
濟
の
正
宗
、
馬
師
・
黄
檗
の
大
機
を
闡ひ

ら

き
大
用
を
發
し
て
自よ

り
、
籠
羅
を
脱
し
窠
臼
を
出
づ
。
虎
驟は

し

り
龍
馳
せ
、
星
飛

び�

電
い
か
ず
ち�

激げ
き

し
、
巻け

ん

舒じ
ょ

し
擒き

ん
じ
ゅ
う縦

す
る
は
、
皆
な
本
分
に
據
る
。
綿
綿
的
的
と
し
て
風
穴
・
興
化
に
到
り
、
唱
愈い

よ

い
よ
髙
く
、
機
愈い

よ

い
よ
峻
な
り
。
西
河
は
師
子
を
弄
し
、
霜
華
は
金
剛
王
を
奮
う
。
深
く
閫こ

ん
　
お
う奥
に
入
り
て
、
親
し
く
印
記
を
授
か
る
に
非
ず
ん

ば
、
端
倪
を
知
る
こ
と
莫
く
、
徒い

た

自ず
ら

に
名み

ょ
う
ば
く邈
し
て
、
只
だ
戯
論
を
益
す
の
み
な
ら
ん
。
大
抵
、
冲
天
の
氣
宇
を
負
い
、
格
外
に

提
持
し
、
戰
わ
ず
し
て
人
兵
を
屈
し
、
人
を
殺
す
に
眼
を
眨ま

じ
ろ

が
ざ
る
も
、
尚
お
未
だ
其
の
趣
向
す
る
に
髣
髴
た
ら
ず
。
况
や
星

を
移
し
斗
を
換
え
、
天
輪
を
轉
じ
、
地
軸
を
廻
す
を
や
。
是
の
故
に
「
三
玄
三
要
」、「
四
料
簡
」、「
四
賓
主
」、「
金
剛
王
寳

劔
」、「
踞
地
師
子
」、「
一
喝
は
一
喝
の
用
を
作
さ
ず
」、「
探
竿
影
草
」、「
一
喝
賓
主
を
分
か
つ
」、「
照
用
一
時
に
行
ず
」、
許

多
の
絡
索
を
示
す
。
多
少
の
學
家
、
摶
量
し
注
解
す
る
も
、
殊
に
知
ら
ず
、
我
が
王
庫
中
に
是
く
の
如
き
刀
無
き
こ
と
を
。
弄

し
将も

ち
出
だ
し
來
た
る
に
及
び
て
、
看
る
底も

の

は
只
だ
是
れ
眼
を
眨ま

じ
ろ

ぐ
の
み
。
須す

べ

是か
ら

く
他か

の
上
流
に
し
て
契
證
驗
認
す
べ
く
、
正

按
旁
提
は
、
本
分
の
種
草
に
還か

え

す
。
豈
に
梯
媒
を
假
ら
ん
や
。
只た

如と

え
ば
寳
壽
の
開
堂
す
る
に
、
三
聖
、
一
僧
を
推
し
出
だ
せ

ば
、
壽
、
便
ち
打
つ
。
三
聖
云
う
、「
你な

ん
じ

、
與よ

麼も

に
人
の
爲
に
せ
ば
、
但
だ
這
の
僧
を
瞎
卻
す
る
の
み
に
非
ず
、
鎭
州
一
城
の

人
の
眼
を
瞎
卻
し
去
ら
ん
」
と
。
壽
、
拄
杖
を
擲
下
し
て
、
便
ち
方
丈
に
歸
る
。
興
化
、
同
參
の
來
た
る
を
見
て
、
便
ち
喝

す
。
僧
も
亦
た
喝
す
。
化
、
又
た
喝
し
、
僧
、
復
た
喝
す
。
化
云
う
、「
你な

ん
じ

、
這
の
瞎
漢
を
看
よ
」
と
。
直じ

き

に
法
堂
よ
り
打
出

す
。
侍
僧
問
う
、「
這
の
僧
、
何
ぞ
相
い
觸
悞
す
る
こ
と
有
る
」
と
。
化
云
う
、「
是
れ
他か

れ

も
也ま

た
權
有
り
實
有
り
。
我
、
手
を

将も
っ

て
伊か

れ

が
面
前
に
向お

い
て
橫
す
る
こ
と
兩
遭
す
る
も
、
却
っ
て
會
せ
ず
。
此
く
の
似ご

と

き
瞎
漢
は
、
打
た
ず
ん
ば
更
に
何
れ
の
時

を
か
待
た
ん
」
と
。
看み

他よ

、
本
色
の
宗
風
、
迥け

い

然ね
ん

と
し
て
超
絶
し
、
作
略
を
貴た

っ
と

ば
ず
、
只
だ
他か

れ

の
眼
の
正
し
か
ら
ん
こ
と
を
羡ね

が
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う
の
み
。
正
宗
を
扶
荷
し
、
宗
眼
を
提
持
せ
ん
と
要ほ

っ

せ
ば
、
須す

べ

是か
ら

く
頂

い
た
だ
きを

透
り
底
を
透
り
、
骨
に
徹
し
髓
に
徹
し
、
廉
纎
に
渉

ら
ず
、
迥け

い

然ね
ん

と
し
て
獨
脱
す
べ
し
。
然
る
後
に
的
的
相
承
し
て
、
以
て
此
の
大
法
幢
を
起た

て
、
此
の
大
法
炬
を
然も

や
す
可
き
な

り
。
馬
祖
・
百
丈
・
首
山
・
楊
岐
に
繼
ぐ
も
、
叨と

う

竊せ
つ

と
爲
さ
ざ
る
の
み
。

＊

臨
済
〔
義
玄
〕
の
正
し
い
宗
旨
は
、〔
三
代
前
の
〕
馬
祖
〔
道
一
〕
や
〔
師
で
あ
る
〕
黄
檗
〔
希
運
〕
が
大
い
な
る
機は

た

用ら
き

を

闡
明
に
し
発
揮
し
て
以
来
、〔
あ
ら
ゆ
る
〕
束
縛
を
脱
し
旧
套
か
ら
自
由
に
な
っ
た
。
虎
が
走
り
龍
が
駆
け
〔
る
か
の
よ
う
な

力
強
さ
〕、
星
が
流
れ
稲
妻
が
激
し
く
起
き
〔
る
か
の
よ
う
な
電
光
石
火
の
機
敏
さ
〕、
巻
い
た
り
広
げ
た
り
捉
え
た
り
放
し
た

り
す
る
〔
よ
う
な
自
在
さ
と
い
う
〕
の
は
、
全
て
本
来
の
境
地
に
依
っ
て
い
る
。〔
そ
の
宗
旨
は
〕
風
穴
〔
延
沼
〕・
興
化
〔
存

奨
〕
に
連
綿
と
し
っ
か
り
伝
わ
り
到
り
、
そ
の
宣
揚
は
ま
す
ま
す
高
く
な
り
、
機
鋒
は
ま
す
ま
す
峻
厳
に
な
っ
た
。
西
河
（
汾

陽
善
昭
）
は
〔
い
ま
に
も
人
に
咬
み
付
か
ん
と
す
る
〕
獅
子
を
操
り
、〔
汾
陽
の
法
を
嗣
い
だ
〕
霜
華
（
石
霜
楚
円
）
は
〔
一
切

の
分
別
葛
藤
を
断
ち
き
る
〕
金ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド

剛
王
〔
の
宝
剣
〕
を
振
る
っ
た
。
奥
深
い
境
地
に
入
っ
て
、
直
々
に
印
可
を
授
か
る
こ
と
が
な

け
れ
ば
、
そ
の
全
貌
は
分
か
り
は
し
な
い
し
、〔
言
詮
を
超
え
た
そ
れ
を
〕
む
や
み
に
形
象
化
し
、
無
駄
な
議
論
を
重
ね
る
だ

け
に
な
る
だ
ろ
う
。
お
お
よ
そ
、
天
高
く
の
ぼ
る
気
概
が
あ
り
、
及
び
も
つ
か
な
い
や
り
方
で
〔
技
量
を
〕
示
し
、
戦
う
こ
と

な
く
兵
士
を
屈
服
さ
せ
、
人
を
殺
し
て
も
瞬ま

ば
た

き
さ
え
し
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
だ
修
行
途
上
の
〔
者
の
〕
雰
囲
気

さ
え
な
い
。
ま
し
て
〔
天
空
の
〕
星
座
を
移
し
換
え
、〔
天
地
の
枢
軸
で
あ
る
〕
天
輪
と
地
軸
を
回
転
さ
せ
る
〔
よ
う
な
壮
大

な
機は

た

用ら
き

を
手
に
入
れ
る
〕
な
ど
、
な
お
さ
ら
〔
無
理
な
こ
と
〕
で
あ
る
。
だ
か
ら
、〔
臨
済
義
玄
は
〕「
三
玄
三
要
」「
四
料
簡
」

「
四
賓
主
」「
金
剛
王
宝
剣
」「
踞
地
師
子
」「
一
喝
は
一
喝
の
用
を
作
さ
ず
」「
探
竿
影
草
」「
一
喝
賓
主
を
分
か
つ
」「
照
用
一

時
に
行
ず
」
と
い
っ
た
様
々
な
絡り

く
つ索
を
示
し
た
。
多
く
の
学
者
は
、
推
測
し
た
り
注
解
し
た
り
す
る
が
、
我
が
王
の
庫く

ら

の
中
に

か
か
る
刀
な
ど
な
〔
く
、
あ
ち
こ
ち
探
し
求
め
て
も
意
味
が
な
〕
い
と
い
う
こ
と
が
全
く
分
か
っ
て
い
な
い
。〔
こ
れ
ら
絡り

く
つ索
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を
〕
取
り
上
げ
る
に
及
ん
で
、〔
そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
〕
見
た
人
は
〔
訳
が
分
か
ら
ず
〕
た
だ
瞬ま

ば
た

き
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

必
ず
や
か
の
優
れ
た
〔
素
質
と
志
を
具そ

な

え
た
〕
人
で
あ
っ
て
こ
そ
、〔
こ
れ
ら
絡り

く
つ索
の
真
意
を
〕
ぴ
た
り
と
会
得
し
て
吟
味
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
真
正
面
か
ら
押
さ
え
つ
け
た
り
側
面
か
ら
引
き
立
て
て
や
っ
た
り
〔
と
い
っ
た
接
化
〕
は
、

〔
臨
済
の
宗
旨
を
嗣
ぐ
〕
本
来
の
力
量
を
具そ

な

え
た
児
孫
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
ど
う
し
て
〔
究
極
の
と
こ
ろ
へ
〕
仲
介

〔
誘
導
す
る
余
計
な
手
助
け
〕
な
ど
に
頼
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、〔
鎮
州
第
二
世
の
〕
宝
寿
が
開
堂
し
た
と
き
、〔
後
見
人
で

あ
っ
た
〕
三
聖
〔
慧
然
〕
が
、
一
人
の
僧
を
〔
宝
寿
の
前
に
〕
押
し
出
し
た
と
こ
ろ
、
宝
寿
は
、
す
ぐ
さ
ま
〔
手
に
持
っ
て
い

た
拄
杖
で
、
そ
の
僧
を
〕
打
っ
た
。
三
聖
が
言
っ
た
、「
あ
な
た
が
、
こ
の
よ
う
に
接
化
す
る
な
ら
、
単
に
こ
の
僧
の
眼
を
潰

す
だ
け
で
な
く
、
き
っ
と
鎮
州
（
河
北
省
正
定
県
）
一
帯
の
人
の
眼
を
潰
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
。
宝
寿
は
拄
杖

を
投
げ
出
し
て
、
さ
っ
と
方
丈
に
帰
っ
た
。
興
化
〔
存
奨
〕
は
、
同
門
の
僧
が
や
っ
て
来
た
の
を
見
て
、
す
ぐ
さ
ま
喝
を
発
し

た
。〔
こ
れ
に
対
し
て
〕
僧
も
や
は
り
喝
を
発
し
た
。
興
化
は
更
に
喝
を
発
し
、
僧
も
再
び
喝
を
発
し
た
。
興
化
が
言
っ
た
、

「
お
前
た
ち
、
こ
の
瞎め

く
ら漢
を
見
て
み
よ
」
と
。
た
だ
ち
に
〔
僧
を
〕
打
っ
て
法
堂
か
ら
追
い
出
し
た
。〔
興
化
の
〕
お
付
き
の
僧

が
問
う
た
、「
こ
の
僧
は
、
ど
う
し
て
〔
和
尚
の
意
に
〕
適か

な

わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
興
化
が
言
っ
た
、「
彼
〔
の
当

初
の
対
応
ぶ
り
〕
に
は
権方

便

も
実真

実

も
あ
っ
た
。〔
そ
し
て
〕
私
は
、
手
を
彼
の
目
の
前
で
二
度
、
横左

右

に
ふ
っ
て
み
せ
た
が
、〔
彼
に

は
そ
の
真
意
が
〕
分
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
瞎め

く
ら漢
同
然
は
、〔
い
ま
こ
こ
で
〕
打
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
、
更
に
何い

時つ

を

待
〔
っ
て
彼
を
打
〕
つ
の
か
」
と
。
見
て
ご
ら
ん
、
本
物
の
宗
風
と
い
う
の
は
、
超
然
と
し
て
卓
越
し
て
お
り
、〔
接
化
の
〕

作し
ゅ

略だ
ん

は
重
ん
じ
ず
、
ひ
た
す
ら
相
手
の
眼見

識

が
〔
正
邪
曲
直
を
見
誤
ら
な
い
〕
正
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ

る
。
正
し
い
宗
旨
を
支
え
担
い
、
宗
旨
の
眼
目
を
開
示
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
徹
底
的
に
些
細
な
こ
と
に
は
拘
泥
せ
ず
、
超
然

と
し
て
ず
ば
抜
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
後
に
、〔
宗
旨
を
〕
し
っ
か
り
受
け
伝
え
、
こ
の
大
い
な
る
法仏

法
の
旗
印幢
を

打
ち
立
て
、
こ
の
大
い
な
る
法仏

法
の
松
明炬
を
燃
や
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。〔
そ
う
で
あ
れ
ば
〕
馬
祖
〔
道
一
〕・
百
丈
〔
懐
海
〕・
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首
山
〔
省
念
〕・
楊
岐
〔
方
会
と
い
っ
た
一
流
の
法
脈
〕
を
継
い
だ
と
し
て
も
、
分
不
相
応
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

《
語
注
》

（
１
）
臨
濟
正
宗
＝
「
臨
済
義
玄
の
正
し
い
教
え
」
と
い
う
意
味
。『
碧
巌
録
』
第
三
二
則
・
本
則
評
唱
に
「
看
よ
、
他か

れ

の
恁
麼
に
直
出

直
入
、
直
往
直
来
す
る
は
、
乃
ち
是
れ
臨
済
の
正
宗
、
恁
麼
の
作
用
有
れ
ば
な
り
（
看
他
恁
麼
直
出
直
入
、
直
往
直
来
、
乃
是
臨
済
正
宗
、

有
恁
麼
作
用
）」（T

48-171c

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.26

、
末
木
訳
㊥p.22

）
と
あ
る
。「
正
宗
」
に
つ
い
て
は
、『
中
村
』
に
「
釈
尊
か
ら
代
々
の
祖

師
た
ち
が
連
綿
と
正
し
く
伝
え
て
き
た
正
し
い
宗
旨
。
正
し
い
教
え
。
禅
宗
で
自
分
の
宗
旨
の
こ
と
を
さ
し
て
い
う
」（p.700

）
と

あ
り
、『
禅
学
』
に
「
正
伝
の
宗
旨
。
釈
尊
よ
り
代
々
正
伝
の
仏
法
」（p.552

）
と
あ
る
。
後
世
の
資
料
で
は
あ
る
が
、
宋
末
元
初
の

趙
孟
頫
「
臨
済
正
宗
之
碑
」
に
「〔
六
祖
慧
〕
能
よ
り
の
ち
、
禅
は
五
つ
の
宗
派
に
分
か
れ
た
が
、
専
ら
師
（
臨
済
義
玄
）
が
伝
え
た

と
こ
ろ
〔
の
宗
旨
〕
の
み
を
『
正
宗
』
と
呼
ぶ
。〔
臨
済
よ
り
〕
一
伝
し
て
興
化
存
奨
と
な
り
、
再
伝
し
て
南
院
慧
顒
と
な
り
、
三

伝
し
て
風
穴
延
沼
と
な
り
、
四
伝
し
て
首
山
省
念
と
な
り
、〔
首
山
よ
り
〕
さ
ら
に
五
伝
し
て
五
祖
法
演
と
な
っ
た
（
自
能
後
、
禅
分

為
五
、
唯
師
所
伝
号
為
正
宗
。
一
伝
為
興
化
奨
、
再
伝
為
南
院
顒
、
三
伝
為
風
穴
沼
、
四
伝
為
首
山
念
、
又
五
伝
為
五
祖
演
）」（『
松
雪
斎
文
集
』
巻
九
・
四

部
叢
刊
初
編
本
、『
仏
祖
歴
代
通
載
』
巻
二
二
・T

49-727b

）
と
あ
る
。

（
２
）
脱
籠
羅
出
窠
臼
＝
「
籠
羅
」
は
、
禅
録
で
は
「
牢
籠
」「
羅
籠
」
と
も
表
記
さ
れ
る
（『
添
足
』
巻
二
・27a

）。
例
え
ば
、『
玄
沙
広
録
』

巻
中
に
「
道
人
の
行
履
の
処
は
、
火
の
氷
を
消と

か
し
て
、
終
に
却
っ
て
氷
と
成
ら
ず
、
箭
の
既
に
絃
を
離
れ
て
、
返
迴
の
勢
い
無

き
が
如
し
。
所ゆ

以え

に
牢
籠
す
る
も
肯
え
て
住と

ど

ま
ら
ず
、
呼
喚
す
る
も
頭こ

う
べ
を
迴め

ぐ

ら
さ
ず
（
道
人
行
履
処
、
如
火
消
氷
、
終
不
却
成
氷
、
箭
既

離
絃
、
無
返
迴
勢
。
所
以
牢
籠
不
肯
住
、
呼
喚
不
迴
頭
）」（Z126-190b

、
禅
研
訳
注
本
㊥p.122

）
と
あ
り
、
禅
研
訳
注
本
は
、「
牢
羅
」
に
つ
い
て

「
閉
じ
こ
め
る
、
か
ら
め
と
る
意
」（
同
・p.131

）
と
注
記
す
る
。「
窠
臼
」
は
、『
禅
語
』
に
「
紋
切
り
型
、
か
た
ど
お
り
の
方
式
。

旧
套
」（p.50

）
と
あ
る
。『
碧
巌
録
』
第
七
二
則
・
本
則
評
唱
に
「
語
、
窠
臼
を
離
れ
ず
ん
ば
、
焉い

ず
く
ん
ぞ
能
く
蓋が

い

纏て
ん

を
出
で
ん
（
語
不
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離
窠
臼
、
焉
能
出
蓋
纏
）」（T

48-200b

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.16

、
末
木
訳
㊦p.10

）
と
あ
り
、
第
八
七
則
・
垂
示
に
「
明
眼
の
漢
に
窠
臼
没な

し
（
明

眼
漢
没
窠
臼
）」（T

48-212a

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.142

、
末
木
訳
㊦p.171

）
と
あ
る
。

（
３
）
虎
驟
龍
馳
＝
『
碧
巌
録
』
に
も
見
ら
れ
る
表
現
で
、
第
五
九
則
・
頌
評
唱
に
「
此
の
四
句
、
趙
州
の
答
話
の
大
い
に
龍
馳
せ
虎

驟は
し

る
に
似
た
る
を
頌
す
（
此
四
句
頌
趙
州
答
話
、
大
似
龍
馳
虎
驟
）」（T
48-192a

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.253

、
末
木
訳
㊥p.330

）
と
あ
る
。

（
４
）
星
飛
電
激
＝
「
星
飛
」
は
、『
漢
語
』
に
「
如
流
星
飛
馳
（
流
れ
星
が
疾
駆
す
る
さ
ま
）。
形
容
疾
速
（
迅
速
な
こ
と
を
形
容
す
る
）」（
第

五
冊
・p.674

、
縮
印
本
㊥p.3020

）
と
あ
り
、「
電
激
」
は
、「
猶
言
電
光
石
火
（
電
光
石
火
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
）」（
第
一
一
冊
・p.675

、
縮
印

本
㊦p.6792

）
と
あ
る
。
類
似
の
表
現
に
「
電
転
星
飛
」
が
あ
り
、
例
え
ば
、『
碧
巌
録
』
第
三
七
則
・
本
則
評
唱
に
「
直つ

得い

に
は
奔

流
度
刃
、
電
転
じ
星
飛
ぶ
（
直
得
奔
流
度
刃
、
電
転
星
飛
）」（T

48-175a

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.67

、
末
木
訳
㊥p.79

）
と
い
う
用
例
が
見
え
る
。
岩

波
文
庫
本
の
語
注
に
は
「
素
早
い
動
き
や
判
断
の
喩
え
」（
㊥p.68

）
と
あ
り
、
こ
こ
に
所
謂
る
「
星
飛
電
激
」
も
同
様
の
意
味
と
し

て
解
釈
を
試
み
た
。

（
５
）
巻
舒
擒
縦
＝
「
巻
舒
」
に
つ
い
て
は
、『
禅
学
』
に
「『
巻
』
は
『
ま
く
』。『
舒
』
は
『
の
べ
る
』。
宗
師
家
が
学
人
を
指
導
す
る

に
、
あ
る
い
は
奪
い
、
あ
る
い
は
与
え
て
導
く
こ
と
。
把
住
放
行
」（p.286

）
と
あ
り
、「
擒
縦
」
に
つ
い
て
は
、「
と
り
抑
え
る
こ

と
と
放
ち
棄
て
る
こ
と
。『
擒
』
は
『
捉
え
る
』。『
縦
』
は
『
放
つ
』。
殺せ

っ

活か
つ

」（p.236

）
と
あ
る
。『
林
間
録
』
が
、
臨
済
義
玄
の
法

嗣
で
あ
る
定
上
座
を
取
り
上
げ
て
、「
臨
済
の
宗
旨
は
、
直
下
に
便
ち
見
て
、
復
た
情
を
留
め
ざ
る
こ
と
を
貴た

っ
と
ぶ
。
定
公
の
用
う
る

所
、
舒
巻
自
在
、
明
珠
の
盤
を
走
る
が
如
く
、
影
迹
を
留
め
ざ
る
な
り
（
臨
済
宗
旨
、
貴
直
下
便
見
、
不
復
留
情
。
定
公
所
用
、
舒
巻
自
在
、

如
明
珠
走
盤
、
不
留
影
迹
）」（
巻
下
・Z148-313a

）
と
記
す
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
他
の
用
例
と
し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
二
二
則
・

垂
示
の
「
大
方
外そ

と

無
く
、
細
な
る
こ
と
隣り

ん

虚こ

の
若
し
。
擒き

ん
じ
ゅ
う縦
他
に
非
ず
、
巻
舒
我
に
在
り
（
大
方
無
外
、
細
若
隣
虚
。
擒
縦
非
他
、
巻
舒

在
我
）」（T

48-162b

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.289

、
末
木
訳
㊤p.365

）
な
ど
。

（
６
）
據
本
分
＝
「
本
分
」
に
つ
い
て
は
、【
１
】「
示
華
蔵
明
首
座
」（
ｄ
）《
語
注
》（
７
）
参
照
。『
碧
巌
録
』
第
五
則
・
頌
評
唱
に
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も
「
山
僧
敢
て
本
分
に
依
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
（
山
僧
不
敢
不
依
本
分
）」（T

48-145c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.102

、
末
木
訳
㊤p.112

）
と
あ
る
。

（
７
）
綿
綿
的
的
＝
「
綿
綿
」
は
、『
漢
語
』
に
「
連
続
不
断
貌
（
連
続
し
て
断
ち
切
れ
る
こ
と
が
な
い
さ
ま
）」（
第
九
冊
・p.901

、
縮
印
本
㊦p.5684

）

と
あ
り
、
例
え
ば
、『
玄
沙
広
録
』
巻
中
に
「
我
れ
比こ

の

来ご
ろ

時
時
長つ

ね

に
汝
に
向
か
っ
て
道い

え
り
、『
綿
綿
地
と
し
て
一
法
の
外
従よ

り
来

た
り
、
内
従よ

り
出
づ
る
無
し
。
…
…
』
と
（
我
比
来
時
時
長
向
汝
道
、『
綿
綿
地
無
一
法
従
外
而
来
、
従
内
而
出
。
…
…
』）」（Z126-187b

、
禅
研
訳

注
本
㊥p.56
）
と
あ
る
。「
的
的
」
は
、『
禅
語
』
に
「
①
ず
ば
り
そ
の
も
の
の
、
か
な
め
の
と
こ
ろ
の
。
②
は
っ
き
り
と
。
ま
ぎ
れ
も

な
く
」（p.321
）
と
あ
り
、
こ
こ
は
②
の
意
味
で
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
二
三
則
・
本
則
評
唱
の
「
這こ

裏こ

に
到
っ
て
、

徳
雲
と
善
財
と
は
、
的
的
と
し
て
那い

ず
こ裏
に
か
在
る
（
到
這
裏
、
徳
雲
与
善
財
、
的
的
在
那
裏
）」（T

48-164c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.309

、
末
木
訳
㊤

p.392

）
な
ど
。
注
（
59
）
で
取
り
上
げ
た
『
臨
済
録
』「
示
衆
」
の
用
例
も
併
せ
て
参
照
。
ま
た
、『
心
要
』
巻
下
に
も
「
金
色
の
老

子
よ
り
已こ

の

来か
た

、
的
的
綿
綿
と
し
て
、
只
だ
直
指
人
心
・
見
性
成
仏
を
論
ず
る
の
み
（
金
色
老
子
已
来
、
的
的
綿
綿
、
只
論
直
指
人
心
見
性
成

仏
）」（Z120-388c

）
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。

（
８
）
風
穴
興
化
＝
『
円
悟
語
録
』
は
、「
興
化
風
穴
」
に
作
る
。
生
卒
年
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
円
悟
語
録
』
の
語
順
の
ほ
う
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。「
風
穴
」
は
、
臨
済
宗
の
風
穴
延
沼
（
八
九
六
～
九
七
三
）
の
こ
と
。
餘
杭
（
浙
江
省
）
の
人
。
俗
姓
劉
氏
。
初
め
儒
学
を
学

び
進
士
に
応
じ
た
が
、
果
た
さ
ず
出
家
し
た
。
越
州
（
浙
江
省
）
の
鏡
清
道
怤
に
、
つ
い
で
襄
州
（
湖
北
省
）
華
厳
院
で
南
院
の
侍
者

守
廓
に
つ
き
、
の
ち
南
院
慧
顒
の
玄
旨
を
得
た
。
汝
州
（
河
南
省
）
風
穴
山
に
住
し
化
門
を
開
い
た
が
、
そ
の
後
、
乱
が
起
こ
り
、

衆
徒
と
と
も
に
郢
州
（
湖
北
省
）
に
避
け
、
李
史
君
に
懇
情
さ
れ
て
衛
内
に
留
ま
っ
た
。
の
ち
、
汝
州
の
太
師
宋
侯
の
宅
を
寺
と
し
、

請
わ
れ
て
こ
こ
に
住
し
た
。
の
ち
、
郢
州
の
新
寺
に
帰
っ
て
住
し
、
広
順
元
年
（
九
五
一
）、
広
恵
寺
の
額
を
賜
っ
た
。
二
十
年
間

住
し
、
常
に
大
衆
は
一
〇
〇
余
を
下
ら
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
接
化
は
甚
だ
盛
ん
で
あ
っ
た
。
開
宝
六
年
八
月
十
五
日
示
寂
。

語
録
と
し
て
、『
風
穴
禅
師
語
録
』
が
『
古
尊
宿
語
録
』
巻
七
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（Z118-120c~121d

、
中
華
書
局
校
点
本
㊤p.113~117

）。

門
下
に
首
山
省
念
を
出
し
た
。『
伝
燈
録
』
巻
一
三
「
風
穴
延
沼
」
条
（T

51-302b
、
禅
研
訓
注
本
⑤p.30

）、『
会
元
』
巻
一
一
の
同
条
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（Z138-203a

）、『
禅
学
』（p.112

）
参
照
。「
興
化
」
は
、
興
化
存
奨
（
八
三
〇
～
八
八
八
）
の
こ
と
。
闕
里
（
山
東
省
）
の
人
。
俗
姓
孔
氏
。

臨
済
義
玄
の
法
を
嗣
ぎ
、
三
聖
慧
然
ら
に
参
じ
た
。
魏
府
の
興
化
寺
に
住
し
て
宗
風
を
宣
揚
す
る
。『
臨
済
録
』
の
校
勘
者
と
し
て

知
ら
れ
、
門
下
に
南
院
慧
顒
を
出
し
た
。
諡
を
「
広
済
」
と
い
う
。
文
徳
元
年
示
寂
。『
伝
燈
録
』
巻
一
二
「
興
化
存
奨
」
条
（T

51-

295b
、
禅
研
訓
注
本
④p.478

）、『
会
元
』
巻
一
一
の
同
条
（Z138-196c

）、『
禅
学
』（p.779

）
参
照
。

（
９
）
西
河
弄
師
子
＝
「
西
河
」
は
、
一
般
的
に
は
、
臨
済
宗
の
汾
陽
善
昭
（
九
四
七
～
一
〇
二
四
）
が
住
し
た
太
子
院
が
あ
る
山
西
省
汾

陽
県
の
こ
と
で
あ
る
が
（『
禅
学
』p.641

）、
九
博
所
蔵
本
の
頭
注
に
「『
西
河
弄
師
子
』
と
は
、
汾
陽
善
昭
を
指
す
（
西
河
弄
師
子
、
指
汾

陽
善
昭
）」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
所
謂
る
「
西
河
」
と
は
、
汾
陽
善
昭
そ
の
人
を
指
す
。『
会
元
』
巻
一
一
「
汾
陽
善
昭
」

条
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
汾
陽
の
次
の
言
葉
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
汾
陽
善
昭
は
〕
住
せ
し
後
に
上
堂
し
、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、「
汾
陽
門
下
に
西
河
の
師
子
有
っ
て
、
門
に
当
た
っ
て
踞
坐
す
。

但
だ
来
た
る
者
有
れ
ば
即す

な
わ便
ち
齩
殺
す
。
何
の
方
便
有
っ
て
か
、
汾
陽
の
門
に
入
り
得
て
、
汾
陽
の
人
を
見み

得え

ん
。
若
し
汾

陽
の
人
を
見
し
者
は
、
祖
仏
の
与た

め

に
師
と
為
る
に
堪
え
た
り
。
汾
陽
の
人
を
見
ざ
れ
ば
、
尽
く
是
れ
立
地
の
死
漢
な
り
。
…

…
」
と
。（
住
後
上
堂
、
謂
衆
曰
、「
汾
陽
門
下
有
西
河
師
子
、
当
門
踞
坐
。
但
有
来
者
即
便
齩
殺
。
有
何
方
便
、
入
得
汾
陽
門
、
見
得
汾
陽
人
。

若
見
汾
陽
人
者
、
堪
与
祖
仏
為
師
。
不
見
汾
陽
人
、
尽
是
立
地
死
漢
。
…
…
」）（Z138-207b

）

�

　

汾
陽
善
昭
は
、
太
原
（
山
西
省
）
の
出
身
。
俗
姓
は
兪
氏
。
出
家
得
度
し
て
後
、
諸
山
を
歴
訪
す
る
。
の
ち
首
山
省
念
の
も
と
で

大
悟
し
、
そ
の
法
を
嗣
い
だ
。
汾
陽
（
山
西
省
汾
州
）
の
太
子
院
に
住
し
て
大
い
に
宗
要
を
説
い
た
。
天
聖
二
年
示
寂
。
世
寿
七
十

八
。
諡
を
「
無
徳
」
と
い
う
。『
汾
陽
無
徳
禅
師
語
録
』
全
三
巻
（
Ｔ
47
所
収
）
が
あ
る
。『
禅
学
』（p.690

）
な
ど
を
参
照
。

（
10
）
霜
華
奮
金
剛
王
＝
「
霜
華
」
と
は
、
臨
済
宗
の
石
霜
楚
円
（
九
八
七
～
一
〇
四
〇
）
の
こ
と
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
五
「
潭
州
石
霜

諸
禅
師
」
条
に
「
是こ

れ

自よ

り
僧
多
く
往
き
て
之
（
＝
石
霜
楚
円
）
に
依
れ
ば
、
乃
ち
住
し
て
法
席
を
成
し
、『
霜
華
山
』
と
号
す
（
自
是

僧
多
往
依
之
、
乃
住
成
法
席
、
号
霜
華
山
）」（Z137-231c

）
と
あ
り
、
九
博
所
蔵
本
の
頭
注
に
「『
霜
華
奮
金
剛
王
』
と
は
、
石
霜
慈
明
を
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指
す
（
霜
華
奮
金
剛
王
者
、
指
石
霜
慈
明
）」
と
あ
る
。「
金
剛
王
」
と
は
「
金
剛
王
宝
剣
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
金
剛
王
宝
剣
」
に
つ

い
て
は
、『
禅
学
』
に
「
一
切
の
も
の
を
自
由
自
在
に
斬
破
し
得
る
、
き
わ
め
て
堅
牢
な
剣
。
転
じ
て
、
よ
く
一
切
の
煩
悩
を
砕
破

す
る
般
若
の
智
慧
に
た
と
え
る
」（p.364

）
と
あ
る
。
例
え
ば
、『
碧
巌
録
』
第
九
則
・
頌
評
唱
に
「
趙
州
は
機
に
臨
ん
で
、
一ひ

と
え
に
金

剛
王
宝
剣
に
似
た
り
。
擬
議
せ
ば
即
ち
你
が
頭
を
截き

り

却お
と

し
、
往
往
に
更
に
面
と
当む

か

っ
て
你
の
眼め

の

睛た
ま

を
換と

り
か却
え
ん
（
趙
州
臨
機
、
一
似
金

剛
王
宝
剣
。
擬
議
即
截
却
你
頭
、
往
往
更
当
面
換
却
你
眼
睛
）」（T

48-149c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.150

、
末
木
訳
㊤p.178

）
と
い
っ
た
用
例
が
見
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
、『
会
元
』
巻
一
二
「
石
霜
楚
円
」
条
な
ど
に
見
ら
れ
る
次
の
件
り
を
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

師
、
室
中
に
剣
一
口
を
挿

さ
し
は
さみ
、
草
鞋
一
対
と
水
一
盆
を
以
て
剣
辺
に
置
在
し
、
入
室
を
見
る
毎ご

と

に
即
ち
曰
く
、「
看
よ
、
看

よ
」
と
。
剣
辺
に
至
っ
て
擬
議
す
る
者
有
れ
ば
、
師
、「
険あ

や
う
し
。
喪
身
失
命
し
了お

わ
れ
り
」
と
曰
っ
て
、
便
ち
喝
し
て
出
だ

す
。（
師
室
中
挿
剣
一
口
、
以
草
鞋
一
対
水
一
盆
置
在
剣
辺
、
毎
見
入
室
即
曰
、「
看
看
」。
有
至
剣
辺
擬
議
者
、
師
曰
「
険
。
喪
身
失
命
了
也
」、

便
喝
出
。）（Z138-213d

）

�

　

慈
明
禅
師
と
称
し
た
石
霜
楚
円
は
、
全
州
（
広
西
省
）
の
人
。
俗
姓
は
李
氏
。
若
く
し
て
書
生
と
な
り
、
二
十
二
歳
の
時
に
湘
山

（
江
西
省
）
の
隠
静
寺
に
て
出
家
し
、
汾
陽
善
昭
の
も
と
に
参
じ
る
。
そ
の
後
、
汾
陽
の
も
と
で
大
悟
し
、
汾
陽
の
法
を
嗣
い
だ
。

袁
州
（
江
西
省
）
南
源
山
広
利
禅
院
に
出
世
し
、
つ
い
で
潭
州
（
湖
南
省
）
道
吾
山
、
石
霜
山
崇
勝
禅
院
、
南
岳
山
福
厳
禅
院
、
潭
州

興
化
禅
院
に
歴
住
す
る
。
康
定
元
年
示
寂
。
世
寿
五
十
四
。
法
嗣
の
黄
龍
慧
南
・
楊
岐
方
会
の
も
と
に
黄
龍
・
楊
岐
の
二
派
が
分

か
れ
た
。『
石
霜
楚
円
禅
師
語
録
』
全
一
巻
（
Ｚ
120
）
が
あ
る
。『
禅
学
』（p.760

）
な
ど
を
参
照
。

（
11
）
西
河
弄
師
子
、
霜
華
奮
金
剛
王
＝
「
弄
師
子

0

0

」
と
「
奮
金
剛
王

0

0

0

」
と
い
う
表
現
に
は
、「
師
、
僧
に
問
う
、『
有
る
時
の
一
喝
は
、

金
剛
王
宝
剣
の
如
く

0

0

0

0

0

0

0

0

、
有
る
時
の
一
喝
は
、
踞
地
金
毛
の
師
子
の
如
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
…
…
』（
師
問
僧
、『
有
時
一
喝
、
如
金
剛
王
宝
剣
、
有
時
一
喝
、

如
踞
地
金
毛
師
子
、
…
…
』）」
云
々
（T

47-504a

、
岩
波
文
庫
本
・p.171

）
と
い
う
所
謂
る
「
臨
済
の
四
喝
」
を
意
識
し
た
対
応
関
係
も
考
え

ら
れ
る
。
注
（
26
）
も
併
せ
て
参
照
。
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（
12
）
深
入
閫
奥
＝
「
閫
奥
」
と
は
、「
門
の
敷
居
の
奥
。
堂
奥
・
極
意
を
い
う
」（『
禅
学
』p.363

）。『
碧
巌
録
』
第
三
七
則
・
本
則
評
唱

に
「
若も

是し

深
く
閫
奧
に
入
り
て
、
徹
骨
徹
髄
、
見み

得と

透お

せ
る
底も

の

な
ら
ば
、
盤
山
は
一
場
の
敗し

く

欠じ
り

な
り
（
若
是
深
入
閫
奧
、
徹
骨
徹
髄
、

見
得
透
底
、
盤
山
一
場
敗
欠
）」（T

48-175a

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.67

、
末
木
訳
㊥p.79

）
と
あ
っ
て
、
こ
こ
と
同
じ
表
現
が
見
ら
れ
る
。

（
13
）
端
倪
＝
一
般
に
「
糸
口
、
手
が
か
り
、
端
緒
、
兆
し
、
の
意
」（『
中
国
語
』p.781

）
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
、
そ
の
一
端
か
ら
知
ら
れ

る
「
全
貌
」
の
意
味
で
あ
る
。『
漢
辞
海
』
に
「
物
事
の
始
め
と
終
わ
り
。
本
末
。
終
始
」（p.1050

）
と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、『
諸
録
俗
語
解
』【
一
二
三
】
に
「『
類
書
纂
要
』
に
『
端
倪
は
猶
お
端
緒
の
ご
と
し
』。
又
た
『
究
端
倪
』『
辨
端
倪
』

な
ど
は
、
皆
な
『
其
の
は
し
く
れ
を
見
て
と
っ
て
、
全
体
を
知
る
こ
と
』
な
り
。『
従
容
録
意
義
』
に
『
猶
お
端
的
と
い
う
ご
と
し
』

と
云
う
は
大
意
を
取
り
た
る
な
り
」（p.28

）
と
あ
り
、『
禅
学
』「
辨
端
倪
」
条
に
「
宗
師
家
が
事
の
一
端
を
見
て
全
体
を
察
知
す
る

は
た
ら
き
」（p.836

）
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
解
釈
を
試
み
た
。
例
え
ば
、
末
木
訳
は
、『
碧
巌
録
』
第
一
六
則
・
頌
評
唱
の
「
閃
電
機

裏
に
端
倪
を
辨
ず
（
閃
電
機
裏
辨
端
倪
）」（T

48-157a

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.227

）
と
い
う
件く

だ

り
に
見
え
る
「
端
倪
」
を
「
こ
と
の
全
貌
」（
㊤

p.286

）
と
訳
し
、
第
四
二
則
・
本
則
著
語
の
「
也
た
須す

べ

是か
ら

く
端
倪
を
識
る
底
の
衲
僧
に
し
て
始
め
て
得よ

し
（
也
須
是
識
端
倪
底
衲
僧
始

得
）」（T

48-179b

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.114

）
に
見
え
る
そ
れ
を
「
一
部
始
終
」（
㊥p.140

）
と
訳
し
て
い
る
。

（
14
）
名
邈
＝
『
禅
語
』
に
「
物
や
人
に
名
称
を
つ
け
形
象
化
す
る
、
名
を
付
け
形
を
与
え
る
」（p.444

）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、

『
碧
巌
録
』
第
一
六
則
・
頌
の
「
天
下
の
衲
僧
、
徒

い
た
ず
らに
名
邈
す
（
天
下
衲
僧
徒
名
邈
）」（T

48-156c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.224

、
末
木
訳
㊤p.282

）

な
ど
。

（
15
）
戯
論
＝
『
中
村
』
に
「
無
益
な
言
論
。
無
意
味
な
お
し
ゃ
べ
り
。
無
意
味
な
話
。
仏
道
修
行
に
役
立
た
な
い
思
想
・
議
論
。
そ

ら
ご
と
。
た
わ
む
れ
、
冗
談
な
ど
」「
実
の
な
い
言
語
の
往
復
。
道
理
を
欠
い
た
思
慮
分
別
。
た
め
に
な
ら
ぬ
議
論
」（p.301

）
と
あ

る
。
用
例
と
し
て
は
、『
楞
厳
経
』
巻
四
の
「
十
方
如
来
の
十
二
部
経
の
清
浄
妙
理
を
憶
持
す
る
こ
と
、
恒
河
沙
の
如
し
と
雖い

え
ど復
も
、

秖た

だ
戯
論
を
益
さ
ん
（
雖
復
憶
持
十
方
如
来
、
十
二
部
経
、
清
浄
妙
理
如
恒
河
沙
、
秖
益
戯
論
）」（T

19-121c

、
仏
教
経
典
選
本
・p.313

）
な
ど
。
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（
16
）
冲
天
氣
宇
＝
「
冲
天
」
は
、『
漢
語
』「
沖
天
」
条
に
「
亦
作
『
冲
天
』（『
冲
天
』
と
も
）。
直
上
天
空
（
大
空
に
ま
っ
す
ぐ
上
る
）」（
第

五
冊
・p.966

、
縮
印
本
㊥p.3143

）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、『
洞
山
録
』
の
「
兼
中
至
、
両
刃
鋒

ほ
こ
さ
きを
交
え
て
避
く
る
こ
と
を
須も

ち

い
ず
。

好
手
は
猶
お
火
裏
の
蓮
の
如
し
。
宛え

ん

然ね
ん

と
し
て
自

お
の
ず
から
冲
天
の
志
有
り
（
兼
中
至
、
両
刃
交
鋒
不
須
避
。
好
手
猶
如
火
裏
蓮
。
宛
然
自
有
冲
天

志
）」（T

47-525c

）
な
ど
。「
気
宇
」
は
、「
胸
襟
（
気
持
ち
、
器
量
）、
度
量
」
の
意
（『
漢
語
』
第
六
冊
・p.1026

、
縮
印
本
㊥p.3816

）。
用
例
と

し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
六
〇
則
・
頌
著
語
の
「
人
人
の
気
宇
は
王
の
如
し
（
人
人
気
宇
如
王
）」（T

48-192c

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.260

、
末
木
訳

㊥p.338

）
な
ど
。

（
17
）
格
外
提
持
＝
「
格
外
」
は
、『
漢
語
』
に
「
①
額
外
（
規
定
額
以
上
の
、
定
数
外
の
、
度
は
ず
れ
な
）・
号
外
（
規
格
は
ず
れ
の
）。
②
特
別
、

異
乎
尋
常
（
特
別
で
普
通
と
は
異
な
る
こ
と
）」（
第
四
冊
・p.992

、
縮
印
本
㊤p.2566

）
と
あ
り
、
両
方
の
語
感
を
含
む
の
で
あ
ろ
う
。
用
例
と

し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
九
則
・
本
則
評
唱
の
「
須す

べ

是か
ら

く
語
言
を
斬た

ち
き断
り
、
格か

く

外げ

に
見
諦
し
て
、
透
脱
得
し
去
れ
ば
、
龍
の
水
を
得

る
が
如
く
、
虎
の
山
に
靠よ

る
に
似
た
り
と
謂
う
可
し
（
須
是
斬
断
語
言
、
格
外
見
諦
、
透
脱
得
去
、
可
謂
如
龍
得
水
、
似
虎
靠
山
）」（T

48-

149a~b

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.143

、
末
木
訳
㊤p.170
）
な
ど
。「
提
持
」
は
、
例
え
ば
、『
玄
沙
広
録
』
巻
中
に
「
我
れ
時
時
に
全
機
も
て
提
持

し
、
三
箇
の
木
毬
を
把
っ
て
一
時
に
拋

な
げ
う
ち
、
他か

れ

の
全
提
し
去
ら
ん
こ
と
を
要
す
（
我
時
時
全
機
提
持
、
把
三
箇
木
毬
一
時
拋
、
要
他
全
提

去
）」（Z126-186c

、
禅
研
訳
注
本
㊥p.42

）
と
あ
り
、「
自
己
の
全
分
を
正
面
切
っ
て
表
明
す
る
こ
と
。
旗
幟
を
鮮
明
に
押
し
立
て
る
こ
と
」

（
禅
研
訳
注
本
㊥p.43

）。
ま
た
、『
碧
巌
録
』
第
一
九
則
・
頌
評
唱
に
「
今
時
の
学
者
、
古
人
を
抑
揚
す
る
に
、
或
い
は
賓
、
或
い
は
主

と
な
り
、
一
問
一
答
、
当
面
に
提
持
し
て
、
此か

く

の
如
く
為
人
の
処
有
り
（
今
時
学
者
、
抑
揚
古
人
、
或
賓
或
主
、
一
問
一
答
、
当
面
提
持
、

有
如
此
為
人
処
）」（T

48-159c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.260

、
末
木
訳
㊤p.327

）
と
あ
る
。

（
18
）
殺
人
不
眨
眼
＝
『
禅
学
』
に
「
眨
は
目
を
ま
ば
た
く
こ
と
。
残
忍
冷
酷
な
殺
人
ぶ
り
を
い
う
。
師
家
の
接
得
が
、
少
し
も
人
情

を
容
れ
ず
に
冷
厳
な
る
こ
と
に
た
と
え
る
」（p.1045

）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
四
則
・
頌
評
唱
の
「
人
を
殺
す

に
眨ま

ば

眼た
き

も
せ
ざ
る
底ほ

ど

の
手
脚
有
っ
て
、
方は

じ

め
て
立た

ち
ど
こ
ろ地
に
成
仏
す
可
し
。
立た

ち
ど
こ
ろ地
に
成
仏
す
る
底ほ

ど

の
人
の
自お

の
ず然
と
人
を
殺
し
て
眨ま

ば

眼た
き

も
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せ
ざ
る
有
り
て
、
方は

じ

め
て
自
由
自
在
の
分
有
ら
ん
（
有
殺
人
不
眨
眼
底
手
脚
、
方
可
立
地
成
仏
。
有
立
地
成
仏
底
人
、
自
然
殺
人
不
眨
眼
、
方
有

自
由
自
在
分
）」（T

48-144b~c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.90

、
末
木
訳
㊤p.98

）
な
ど
。

（
19
）
髣
髴
＝
『
漢
語
』
に
「
類
似
（
類
似
の
、
似
て
い
る
）、
好
像
（
ち
ょ
う
ど
…
の
よ
う
で
あ
る
）」（
第
一
二
冊
・p.732

、
縮
印
本
㊦p.7426

）
と
あ

る
。
用
例
と
し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
二
〇
則
・
本
則
著
語
の
「
依
前
と
し
て
把つ

か
み
き
れ
ず

不
住
、
依
前
と
し
て
伶れ

い

俐り

な
ら
ず
、
越
国
に
依い

俙き

た
り
、
揚
州
に
髣
髴
た
り
（
依
前
把
不
住
、
依
前
不
伶
俐
、
依
俙
越
国
、
髣
髴
揚
州
）」（T

48-160a

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.263

、
末
木
訳
㊤p.331

）
な
ど
。

（
20
）
趣
向
＝
『
漢
語
』
に
「
向
往
（
思
慕
す
る
。
心
を
傾
け
る
）」（
第
九
冊
・p.1143

、
縮
印
本
㊦p.5786

）、『
禅
語
』
に
「
趣
き
向
か
う
こ
と
」

（p.503

）
と
あ
る
。
禅
録
で
は
、「
究
極
の
と
こ
ろ
を
志
向
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、『
無
門
関
』

第
一
九
則
に
「
南
泉
、
因ち

な

み
に
趙
州
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
道
』
と
。
泉
云
く
、『
平
常
心
是
れ
道
』
と
。
州
云
く
、『
還は

た
趣

向
す
可
き
や
』
と
。
泉
云
く
、『
向
か
わ
ん
と
擬ほ

っ

す
れ
ば
即
ち
乖そ

む

く
』
と
（
南
泉
因
趙
州
問
、『
如
何
是
道
』。
泉
云
、『
平
常
心
是
道
』。
州
云
、

『
還
可
趣
向
否
』。
泉
云
、『
擬
向
即
乖
』）」（T
48-295b

、
岩
波
文
庫
本
・p.87

）
と
あ
る
ほ
か
、『
伝
燈
録
』
巻
九
「
潙
山
霊
祐
」
条
に
「
別
に
法

有
り
て
渠か

れ

を
し
て
修
行
し
趣
向
せ
し
む
る
と
道い

わ
ず
（
不
道
別
有
法
教
渠
修
行
趣
向
）」（T

51-264c

、
禅
研
訓
注
本
③p.246

）、『
大
慧
語
録
』

巻
二
〇
に
「
逆
順
の
境
に
逢
う
も
、
心
動
揺
せ
ず
し
て
、
方は

じ

め
て
趣
向
の
分
有
り
（
逢
逆
順
境
、
心
不
動
揺
、
方
有
趣
向
分
）」（T

47-894a

、

中
央
公
論
社
本
・p.119

）
と
あ
る
。

（
21
）
移
星
換
斗
＝
『
漢
語
』
に
「
形
容
法
術
神
妙
或
手
段
高
超
（
方
法
が
は
か
り
知
れ
ず
神
妙
な
こ
と
、
あ
る
い
は
手
段
が
ず
ば
抜
け
て
優
れ
て

い
る
こ
と
を
形
容
し
た
表
現
）」（
第
八
冊
・p.77

、
縮
印
本
㊥p.4758
）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、『
会
元
』
巻
二
〇
「
資
寿
尼
妙
総
」
条
の

「
設た

使と

い
星
を
移
し
斗
を
換
う
る
底
の
手
段
を
用
い
、
旗
を
攙ひ

き
鼓
を
奪
う
底
の
機
関
を
施
す
も
、
猶
お
是
れ
空
拳
に
し
て
、
豈
に

実
義
有
ら
ん
や
（
設
使
用
移
星
換
斗
底
手
段
、
施
攙
旗
奪
鼓
底
機
関
、
猶
是
空
拳
、
豈
有
実
義
）」（Z138-401c

）
な
ど
。

（
22
）
轉
天
輪
、
廻
地
軸
＝
遵
式
『
注
肇
論
疏
』
巻
二
「
日
月
歴
天
而
不
周
（
太
陽
や
月
は
天
を
運
行
し
て
い
て
も
、
回
っ
て
い
な
い
）」
の
注

に
「
天
は
左
に
回
り
、
太
陽
や
月
は
右
に
回
っ
て
お
り
、
刻
一
刻
〔
住と

ど

ま
る
べ
き
と
こ
ろ
に
〕
住と

ど

ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、〔
太
陽
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や
月
が
〕
天
を
運
行
し
て
い
て
も
、〔
天
を
〕
巡
り
回
る
相現

象

は
〔
目
に
〕
見
え
な
い
（
天
輪
左
転
、
日
月
右
旋
、
時
分
各
住
。
故
歴
渉
天
輪
、

不
見
有
周
帀
之
相
）」（Z96-111d

）
と
あ
り
、『
建
中
靖
国
続
燈
録
』
巻
一
二
「
報
本
慧
元
」
条
に
「
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
西
来
の

意
』
と
。
師
云
う
、『
天
輪
は
左
転
し
、
地
軸
は
右
旋
す
』
と
（
問
、『
如
何
是
西
来
意
』。
師
云
、『
天
輪
左
転
、
地
軸
右
旋
』）」（Z136-95b

）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
天
輪
」
は
左
に
回
る
と
さ
れ
て
い
た
天
空
を
、「
地
軸
」
と
は
右
に
回
る
と
さ
れ
て
い
た
地
上
の
こ
と
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
慧
語
録
』
巻
一
四
に
も
「
天
輪
を
回
し
地
軸
を
転
ず
（
回
天
輪
転
地
軸
）」（T

47-872a

）
と
あ
る
。
類
似
の
表

現
に
、『
碧
巌
録
』
第
六
八
則
・
垂
示
の
「
天
関
を
掀お

し
あ

げ
地
軸
を
翻

ひ
る
が
えす

（
掀
天
関
翻
地
軸
）」（T

48-197c

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.317

、
末
木
訳
㊥

p.417

）
や
、
第
九
七
則
・
垂
示
の
「
還は

た
解よ

く
天
関
を
転
じ
、
能
く
地
軸
を
移
す
底も

の

有
り
や
（
還
有
解
転
天
関
、
能
移
地
軸
底
麼
）」（T

48-

220a

、
岩
波
文
庫
本
㊦p.229
、
末
木
訳
㊦p.282

）、『
従
容
録
』
第
七
七
則
・
頌
の
「
妙
に
天
輪
・
地
軸
を
運め

ぐ

ら
す
（
妙
運
天
輪
地
軸
）」（T

48-

275c

）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
臨
済
義
玄
の
法
嗣
で
あ
る
定
上
座
を
取
り
上
げ
た
『
碧
巌
録
』
第
三
二
則
・
本
則
評
唱
に
「
見
て
ご

ら
ん
、
こ
の
よ
う
に
ず
ば
り
と
出
入
往
来
す
る
の
が
臨
済
〔
義
玄
〕
の
正
し
い
宗
旨
な
の
で
あ
り
、〔
だ
か
ら
こ
そ
〕
こ
の
よ
う
な

作は
た

用ら
き

が
あ
る
。
も
し
す
っ
か
り
透
徹
で
き
れ
ば
、
天
地
を
逆
転
さ
せ
〔
る
よ
う
な
大
い
な
る
作は

た

用ら
き

を
〕、
自み

ず
か
ら
享
受
し
運
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
（
看
他
恁
麼
直
出
直
入
、
直
往
直
来
、
乃
是
臨
済
正
宗
、
有
恁
麼
作
用
。
若
透
得
去
、
便
可
翻
天
作
地
、
自
得
受
用
）」（T

48-171c

、
岩
波

文
庫
本
㊥p.26

、
末
木
訳
㊥p.22

）
と
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

（
23
）
三
玄
三
要
＝
臨
済
義
玄
の
学
人
接
得
の
施
設
の
こ
と
。
臨
済
宗
の
教
義
の
綱
要
で
あ
る
が
、
臨
済
自
身
の
明
確
な
定
義
は
な
い
。

ま
た
、
入
矢
義
高
氏
は
、「
自
ら
の
禅
の
趣
旨
な
い
し
特
徴
を
三
つ
の
命
題
に
要
約
す
る
が
、
極
め
て
象
徴
的
で
難
解
」（『
臨
済
録
』

岩
波
文
庫
本
・p.28

）
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
世
に
な
っ
て
「
三
玄
」
の
内
容
は
、
①
体
中
玄
、
②
句
中
玄
、
③
玄
中
玄
の

三
つ
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
定
型
化
は
圜
悟
の
『
円
悟
語
録
』
巻
七
「
上
堂
」（T

47-744b

）
や
『
碧
巌
録
』
第
一
五
則
・

頌
評
唱
（T

48-155c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.213

、
末
木
訳
㊤p.268

）
に
も
既
に
見
え
て
い
る
。「
体
中
玄
」
は
、
言
中
に
い
さ
さ
か
の
か
ざ
り
も

な
く
、
も
の
の
あ
り
の
ま
ま
真
相
・
道
理
を
現
わ
し
て
い
る
句
。「
句
中
玄
」
は
、
分
別
情
識
に
渉
ら
な
い
実
語
で
、
言
語
に
拘
泥
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せ
ず
よ
く
そ
の
玄
奥
を
悟
り
得
る
句
を
い
う
。「
玄
中
玄
」
と
は
あ
ら
ゆ
る
相
待
的
論
理
・
語
句
の
桎
梏
を
離
れ
た
玄
妙
な
る
句
を

い
い
、
ま
た
「
用
中
玄
」
と
も
い
う
。「
三
要
」
は
、
汾
陽
善
昭
に
よ
れ
ば
、
第
一
要
は
分
別
造
作
の
な
い
言
語
を
い
い
、
第
二
要

は
千
聖
が
そ
の
ま
ま
玄
要
に
入
る
こ
と
で
あ
る
と
い
い
、
第
三
要
は
言
語
を
絶
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。『
禅
学
』（p.392

）、『
禅

の
思
想
辞
典
』（p.224

）
参
照
。『
碧
巌
録
』
第
三
八
則
・
頌
評
唱
に
も
見
え
る
（T

48-177a~b

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.90

、
末
木
訳
㊥p.107

）。
出

典
は
、『
臨
済
録
』「
上
堂
」
に
見
ら
れ
る
次
の
件
り
で
あ
る
。

僧
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
第
一
句
」
と
。
師
云
く
、「
三
要
印
開
し
て
朱
点
側そ

ば
だ
つ
、
未
だ
擬
議
を
容い

れ
ず
し
て
主
賓
分
か

る
」
と
。
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
第
二
句
」
と
。
師
云
く
、「
妙
解
豈
に
無
著
の
問
い
を
容
れ
ん
や
、
漚
和
争い

か

で
か
截
流

の
機
に
負そ

む

か
ん
」
と
。
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
第
三
句
」
と
。
師
云
く
、「
棚ほ

う

頭と
う

に
傀か

い

儡ら
い

を
弄
す
る
を
看
取
せ
よ
、
抽ち

ゅ
う
け
ん牽

都す

来べ

て
裏う

ち

に
人
有
り
」
と
。
師
又
た
云
く
、「
一
句
語
に
須
く
三
玄
門
を
具
す
べ
く
、
一
玄
門
に
須
く
三
要
を
具
す
べ
く
し

て
、
権
有
り
用
有
り
。
汝
等
諸
人
、
作そ

麼も

生さ
ん

か
会
す
」
と
。
下
座
す
。（
僧
問
、「
如
何
是
第
一
句
」。
師
云
、「
三
要
印
開
朱
点
側
、
未

容
擬
議
主
賓
分
」。
問
、「
如
何
是
第
二
句
」。
師
云
、「
妙
解
豈
容
無
著
問
、
漚
和
争
負
截
流
機
」。
問
、「
如
何
是
第
三
句
」。
師
云
、「
看
取
棚
頭
弄

傀
儡
、
抽
牽
都
来
裏
有
人
」。
師
又
云
、「
一
句
語
須
具
三
玄
門
、
一
玄
門
須
具
三
要
、
有
権
有
用
。
汝
等
諸
人
、
作
麼
生
会
。
下
座
。）（T

47-497a

、

岩
波
文
庫
本
・p.28

）

（
24
）
四
料
簡
＝
「
四
料
揀
」
と
も
。
臨
済
義
玄
が
修
行
者
の
指
導
の
た
め
に
設
け
た
四
種
の
応
対
の
型
。
奪
人
不
奪
境
（
主
体
を
否
定

し
て
客
観
を
否
定
し
な
い
）、
奪
境
不
奪
人
（
客
観
を
否
定
し
て
主
体
を
否
定
し
な
い
）、
人
境
倶
奪
（
主
客
と
も
に
否
定
し
去
る
）、
人
境
倶
不
奪

（
主
客
と
も
に
否
定
し
な
い
）
の
四
つ
。
出
典
は
、『
臨
済
録
』「
示
衆
」
に
見
ら
れ
る
次
の
件
り
で
あ
る
。

師
、
晩
参
、
衆
に
示
し
て
云
く
、「
有
る
時
は
奪
人
不
奪
境
、
有
る
時
は
奪
境
不
奪
人
、
有
る
時
は
人
境
倶
奪
、
有
る
時
は

人
境
倶
不
奪
」
と
。
時
に
僧
有
り
て
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
奪
人
不
奪
境
」
と
。
師
云
く
、「
煦く

日じ
つ

発
生
し
て
地
に
鋪し

く

錦
、
瓔よ

う

孩が
い

髪
を
垂
れ
て
白
き
こ
と
糸
の
如
し
」
と
。
僧
云
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
奪
境
不
奪
人
」
と
。
師
云
く
、「
王
令
已す

で
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に
行
わ
れ
て
天
下
に
徧あ

ま
ね
し
、
将
軍
塞さ

い

外が
い

に
煙
塵
を
絶
す
」
と
。
僧
云
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
人
境
両
倶
奪
」
と
。
師
云
く
、

「
并へ

い

汾ふ
ん

絶
信
、
独
処
一
方
」
と
。
僧
云
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
人
境
倶
不
奪
」
と
。
師
云
く
、「
王
、
宝
殿
に
登
れ
ば
、
野

老
謳
歌
す
」
と
。（
師
晩
参
示
衆
云
、「
有
時
奪
人
不
奪
境
、
有
時
奪
境
不
奪
人
、
有
時
人
境
倶
奪
、
有
時
人
境
倶
不
奪
」。
時
有
僧
問
、「
如
何

是
奪
人
不
奪
境
」。
師
云
、「
煦
日
発
生
鋪
地
錦
、
瓔
孩
垂
髪
白
如
糸
」。
僧
云
、「
如
何
是
奪
境
不
奪
人
」。
師
云
、「
王
令
已
行
天
下
徧
、
将
軍
塞
外

絶
煙
塵
」。
僧
云
、「
如
何
是
人
境
両
倶
奪
」。
師
云
、「
并
汾
絶
信
、
独
処
一
方
」。
僧
云
、「
如
何
是
人
境
倶
不
奪
」。
師
云
、「
王
登
宝
殿
、
野
老
謳

歌
」。）（T

47-497a

、
岩
波
文
庫
本
・p.31

）

�

　

た
だ
し
、
以
上
の
言
葉
に
は
明
確
な
定
義
が
な
く
、
臨
済
自
身
の
意
図
は
推
し
量
り
が
た
い
。
こ
れ
を
四
料
揀
と
名
づ
け
て
体

系
化
し
た
の
は
、
臨
済
の
法
系
に
属
す
る
風
穴
延
沼
で
、
そ
の
説
は
『
風
穴
語
録
』
に
見
え
、
ま
た
、『
人
天
眼
目
』
巻
一
に
諸
家

の
説
と
あ
わ
せ
て
再
録
さ
れ
て
い
る
。『
禅
学
』（p.601

）、『
禅
の
思
想
辞
典
』（p.288

）
参
照
。

（
25
）
四
賓
主
＝
「
三
玄
三
要
」「
四
料
簡
」
な
ど
と
と
も
に
臨
済
義
玄
が
弟
子
を
導
く
方
便
の
一
つ
。「
賓
主
」
と
は
客
体
（
賓
）
と
主

体
（
主
）、
自
ら
と
そ
れ
以
外
の
こ
と
。
そ
の
関
係
を
四
句
分
別
に
ま
と
め
た
も
の
が
四
賓
主
で
あ
る
。
臨
済
自
身
に
よ
る
明
確
な

定
義
は
見
ら
れ
な
い
が
、
後
に
風
穴
延
沼
に
よ
っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
て
成
立
し
た
。
具
体
的
に
は
、
賓
中
賓
・
賓
中
主
・
主
中
賓
・

主
中
主
、
あ
る
い
は
客
看
主
、
主
看
客
、
主
看
主
、
客
看
客
を
当
て
は
め
る
が
、
現
象
と
主
体
に
関
わ
る
幅
広
い
観
察
方
法
と
考

え
ら
れ
る
。
伝
統
的
な
解
釈
で
は
、「
賓
」
と
は
弟
子
を
指
し
、「
主
」
と
は
師
を
指
す
。「
客
看
主
」
と
は
弟
子
が
師
の
能
力
を
見

破
る
こ
と
、「
主
看
客
」
と
は
師
が
弟
子
を
見
破
る
こ
と
、「
主
看
主
」
と
は
ど
ち
ら
も
侮あ

な
ど
れ
な
い
力
量
の
持
ち
主
の
出
会
い
、「
客

看
客
」
と
は
凡
庸
な
者
同
士
の
出
会
い
、
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、「
賓
」「
主
」
あ
る
い
は
「
主
」「
客
」
は
固
定
し
た
も
の
で
は
な

く
、
め
ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替
わ
る
動
的
な
も
の
と
捉
え
、
常
に
主
体
的
に
状
況
に
対
応
し
、
自
ら
の
主
人
公
で
あ
る
こ
と
を
強
く

自
覚
せ
し
め
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。『
禅
学
』（p.461

）、『
禅
の
思
想
辞
典
』（p.246

）
参
照
。『
碧
巌
録
』
第
三
八
則
・
本
則
評

唱
に
も
見
え
る
（T

48-177a

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.87

、
末
木
訳
㊥p.103

）。
出
典
は
、『
臨
済
録
』「
示
衆
」
に
見
ら
れ
る
次
の
件
り
で
あ
る
。
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如も

し
真
正
の
学
人
有
ら
ば
、
便
ち
喝
し
て
、
先
ず
一
箇
の
膠こ

う

盆ぼ
ん

子す

を
拈
出
す
。
善
知
識
は
是
れ
境
な
る
こ
と
を
弁
ぜ
ず
、
便

ち
他そ

の
境
上
に
上
っ
て
、
模
を
作
し
様
を
作
す
。
学
人
便
ち
喝
す
。
前
人
肯あ

え
て
放
た
ず
。
此
れ
は
是
れ
膏こ

う

肓こ
う

の
病
、
医
す

る
に
堪
え
ず
。
喚
ん
で
、
客
、
主
を
看
る
と
作
す
。
或あ

是る

い
は
善
知
識
、
物
を
拈
出
せ
ず
、
学
人
の
問
処
に
随
っ
て
即
ち
奪

う
。
学
人
奪
わ
れ
て
、
死
に
抵い

た

る
ま
で
放
た
ず
。
此
れ
は
是
れ
、
主
、
客
を
看
る
。
或
い
は
学
人
有
っ
て
、
一
箇
の
清
浄
境

に
応
じ
て
、
善
知
識
の
前
に
出
づ
。
善
知
識
は
是
れ
境
な
る
こ
と
を
弁
得
し
、
把
得
し
て
坑こ

う

裏り

に
拋ほ

う

向こ
う

す
。
学
人
言
う
、「
大

好
の
善
知
識
」
と
。
即
ち
云
く
、「
咄と

っ

哉さ
い

、
好
悪
を
識
ら
ず
」
と
。
学
人
便
ち
礼
拝
す
。
此
れ
は
喚
ん
で
、
主
、
主
を
看
る

と
作
す
。
或
い
は
学
人
有
っ
て
、
枷か

を
披つ

け
鎖
を
帯
び
て
、
善
知
識
の
前
に
出
づ
。
善
知
識
更
に
与た

め

に
一
重
の
枷
鎖
を
安お

く
。

学
人
歓
喜
し
て
、
彼ひ

此し

弁
ぜ
ず
。
呼
ん
で
、
客
、
客
を
看
る
と
為
す
。（
如
有
真
正
学
人
、
便
喝
先
拈
出
一
箇
膠
盆
子
。
善
知
識
不
弁

是
境
、
便
上
他
境
上
、
作
模
作
様
。
学
人
便
喝
。
前
人
不
肯
放
。
此
是
膏
肓
之
病
、
不
堪
医
。
喚
作
客
看
主
。
或
是
善
知
識
不
拈
出
物
、
随
学
人
問

処
即
奪
。
学
人
被
奪
、
抵
死
不
放
。
此
是
主
看
客
。
或
有
学
人
、
応
一
箇
清
浄
境
、
出
善
知
識
前
。
善
知
識
弁
得
是
境
、
把
得
拋
向
坑
裏
。
学
人

言
、「
大
好
善
知
識
」。
即
云
、「
咄
哉
、
不
識
好
悪
」。
学
人
便
礼
拝
。
此
喚
作
主
看
主
。
或
有
学
人
、
披
枷
帯
鎖
、
出
善
知
識
前
。
善
知
識
更
与
安

一
重
枷
鎖
。
学
人
歓
喜
、
彼
此
不
弁
。
呼
為
客
看
客
。）（T

47-501a

、
岩
波
文
庫
本
・p.105

）

（
26
）
金
剛
王
寳
劔
…
探
竿
影
草
＝
『
臨
済
録
』
で
、「
喝
」
に
よ
る
指
導
「
臨
済
の
四
喝
」
が
説
か
れ
る
段
に
見
ら
れ
る
。
四
つ
の
喝

そ
れ
ぞ
れ
の
効
用
を
喩
え
た
表
現
で
あ
る
。
一
喝
に
も
様
々
な
効
用
が
あ
り
、
臨
済
義
玄
は
、
そ
れ
を
次
の
四
通
り
に
示
し
て
い

る
。
第
一
喝
は
、
学
人
が
知
解
情
量
に
繋
が
れ
、
名
相
言
句
に
亘
る
時
は
、
大
機
を
発
し
て
喝
す
る
。
そ
の
時
は
宝
剣
が
物
を
截

断
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
（
如
金
剛
王
宝
剣
）。
第
二
喝
は
、
修
行
者
が
師
家
の
力
量
を
測
度
し
よ
う
と
し
た
り
、
小
機
小
見
を
呈
し

て
来
る
時
に
は
、
威
を
ふ
る
っ
て
喝
し
、
あ
た
か
も
獅
子
が
咆
哮
す
る
時
に
野
干
脳
裂
す
る
よ
う
な
、
大
機
大
用
の
一
喝
で
あ
る

（
如
踞
地
金
毛
獅
子
）。
第
三
喝
は
、
師
家
が
学
人
の
修
行
を
試
し
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に
学
人
が
そ
の
師
家
の
力
量
の
程
度
を
試
す

た
め
に
喝
す
る
も
の
（
如
探
竿
影
草
）。
第
四
喝
は
、「
向
上
の
那
一
喝
」
と
言
わ
れ
、
以
上
の
三
喝
の
中
に
入
る
も
の
で
は
な
く
、



83 82

か
え
っ
て
こ
れ
ら
を
こ
の
喝
の
中
に
収
摂
す
る
も
の
で
あ
る
（
不
作
一
喝
用
）。『
禅
学
』（p.1293

）
参
照
。
出
典
は
、『
臨
済
録
』「
勘

弁
」
に
見
ら
れ
る
次
の
件
り
で
あ
る
。

師
、
僧
に
問
う
、「
有
る
時
の
一
喝
は
、
金
剛
王
宝
剣
の
如
く
、
有
る
時
の
一
喝
は
、
踞
地
金
毛
の
獅
子
の
如
く
、
有
る
時

の
一
喝
は
、
探
竿
影
草
の
如
く
、
有
る
時
の
一
喝
は
、
一
喝
の
用
を
作
さ
ず
。
汝
、
作そ

麼も

生さ
ん

か
会
す
る
」
と
。
僧
、
擬
議
す
。

師
、
便
ち
喝
す
。（
師
問
僧
、「
有
時
一
喝
、
如
金
剛
王
宝
剣
。
有
時
一
喝
、
如
踞
地
金
毛
獅
子
。
有
時
一
喝
、
如
探
竿
影
草
。
有
時
一
喝
、
不

作
一
喝
用
。
汝
作
麼
生
会
」。
僧
擬
議
。
師
便
喝
。）（T

47-504a

、
岩
波
文
庫
本
・p.171

）

（
27
）
一
喝
分
賓
主
、
照
用
一
時
行
＝
「
一
喝
賓
主
を
分
か
つ
」
と
は
「
一
喝
で
主
客
を
分
け
る
」
と
い
う
こ
と
、「
照
用
一
時
に
行
ず
」

と
は
「
照さ

と
り
と
用

は
た
ら
きが
同
時
に
行
わ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
。『
会
元
』
巻
一
二
「
石
霜
楚
円
」
条
な
ど
に
見
ら
れ
る
「『
一
喝
に
賓
主
を

分
か
ち
、
照
用
一
時
に
行
ず
。
箇
中
の
意
を
会
せ
ん
と
要ほ

っ

せ
ば
、
日
午
に
三
更
を
打
す
』
と
。
遂
に
喝
す
る
こ
と
一
喝
し
て
曰
く
、

『
且し

ば

ら
く
道い

え
、
是
れ
賓
か
、
是
れ
主
か
。
…
…
』
と
（『
一
喝
分
賓
主
、
照
用
一
時
行
。
要
会
箇
中
意
、
日
午
打
三
更
』。
遂
喝
一
喝
曰
、『
且
道

是
賓
是
主
。
…
…
』）」（Z138-213a

）
と
い
う
石
霜
楚
円
の
上
堂
の
語
を
踏
ま
え
る
。『
碧
巌
録
』
第
三
八
則
・
本
則
評
唱
に
も
見
え
る

（T
48-177a

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.88

、
末
木
訳
㊥p.105
）。

（
28
）
絡
索
＝
「
落
索
」
に
同
じ
。「
絡
索
」
の
原
義
は
、「
絡
み
つ
い
た
紐ひ

も

の
こ
と
」（『
禅
学
』p.36

）。
禅
録
に
は
「
一
絡
索
」
と
い
う

表
現
が
多
く
、「
ひ
と
く
さ
り
の
談
義
」（『
禅
語
』p.16
）、「
言
語
葛
藤
の
こ
と
」（『
禅
学
』p.36

）
を
意
味
す
る
。
大
蔵
院
本
『
俗
語
解

補
』
一
丁
表
に
「『
落
索
』
と
も
書
く
。
同
音
通
用
な
り
。『
縄
索
』
の
義
に
非
ず
。
形
容
字
な
り
。『
ゴ
タ
ゴ
タ
し
た
物
』『
ゴ
ラ

ゴ
ラ
（
義
未
詳
。
い
ず
れ
の
本
も
ゴ
ラ
ゴ
ラ
と
な
っ
て
い
る
。
ゴ
テ
ゴ
テ
に
同
じ
か
─
芳
澤
勝
弘
氏
注
）
し
た
物
』
と
訳
す
。『
一
結
な
り
』
と
抄

に
云
い
た
る
も
、
ゴ
ラ
ゴ
ラ
し
た
物
を
ひ
と
か
ら
げ
に
し
た
な
り
」（『
諸
録
俗
語
解
』【
二
〇
九
】「
一
絡
索
」
条
・p.50

）
と
あ
る
。
用
例
と

し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
四
四
則
・
本
則
評
唱
の
「
雪
竇
後こ

の

面あ
と

に
一
落
索
を
引
き
、
雲
門
の
示
衆
に
依
っ
て
、
此
の
公
案
を
頌
出
す

（
雪
竇
後
面
引
一
落
索
、
依
雲
門
示
衆
、
頌
出
此
公
案
）」（T

48-181b

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.137
、
末
木
訳
㊥p.173

）
な
ど
。
こ
こ
に
所
謂
る
「
絡
索
」
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と
は
、
具
体
的
に
は
、
直
前
の
「
三
玄
三
要
」「
四
料
簡
」「
四
賓
主
」「
金
剛
王
宝
剣
」「
踞
地
師
子
」「
一
喝
不
作
一
喝
用
」「
探

竿
影
草
」「
一
喝
分
賓
主
」「
照
用
一
時
行
」
を
指
す
。
大
蔵
院
本
『
俗
語
解
補
』
の
解
説
な
ど
を
踏
ま
え
、「
理
屈
」
と
い
う
口
語

訳
を
試
み
た
。
表
面
上
は
否
定
的
な
語
感
を
伴
う
も
の
の
、
こ
こ
の
場
合
、
内
実
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
教
示
を
評
価
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

（
29
）
摶
量
注
解
＝
「
摶
量
」
は
辞
書
類
に
見
ら
れ
な
い
が
、『
諸
録
俗
語
解
』【
二
七
四
】
に
「
按
ず
る
に
、『
慱
量
』
の
二
字
多
く
諸

録
に
見
ゆ
。『
度
量
』
と
同
義
な
り
。『
字
書
』
に
此
の
義
な
し
。
蓋
し
俗
語
、
諸
録
多
く
『
摶
』
に
作
る
と
い
え
ど
も
、『
音
義
』

に
て
、
字
画
と
音
と
分
明
な
り
」（「
慱
量
」
条
・p.64

）
と
あ
る
。「
注
解
」
は
「
本
文
の
内
容
や
語
句
の
意
味
を
、
文
字
を
用
い
て
説

明
す
る
」
こ
と
（『
漢
辞
海
』p.802

）。『
大
慧
語
録
』
巻
二
八
に
「
切
に
文
字
を
尋
ね
証
を
引
き
、
胡で

た

乱ら
め

に
摶
量
し
註
解
す
る
を
忌
む
。

縦た

然と

い
註
解
し
得
て
分
明
に
し
て
、
説
き
得
て
下
落
有
る
も
、
尽
く
是
れ
鬼
家
の
活
計
な
り
（
切
忌
尋
文
字
引
証
、
胡
乱
摶
量
註
解
。
縦

然
註
解
得
分
明
、
説
得
有
下
落
、
尽
是
鬼
家
活
計
）」（T

47-930b

、
筑
摩
本
・p.130

）
と
あ
る
。

（
30
）
我
王
庫
中
無
如
是
刀
＝
出
典
は
、『
大
般
涅
槃
経
』
巻
八
「
如
来
性
品
第
十
二
」
に
見
ら
れ
る
次
の
件
り
で
あ
る
。

仏
（
釈
尊
）
が
言
っ
た
、「
た
と
え
ば
〔
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。〕
二
人
の
親
友
が
い
て
、
一
人
は
王
子
、
一
人
は
貧
乏
人
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
二
人
は
互
い
の
と
こ
ろ
を
行
き
来
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
、
貧
乏
人
は
、
王
子
が
極
上
の
浄き

よ

妙ら
か

な
名

刀
を
所
有
し
て
い
る
の
を
見
て
、
心
の
中
で
〔
こ
の
名
刀
を
〕
い
つ
も
欲
し
い
と
思
っ
て
い
た
。
王
子
は
後の

ち

に
こ
の
刀
を

持
っ
て
、
他
国
に
逃
れ
た
。
貧
乏
人
は
、
そ
の
後
、
他
人
の
家
に
寄
宿
し
た
と
き
、
睡
眠
中
に
寝
言
で
『
刀
、
刀
』
と
言
っ

た
。〔
そ
の
〕
傍
ら
に
居
た
人
は
、
こ
れ
を
聞
い
て
〔
彼
を
〕
捕
え
、
王
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
っ
た
。
時
に
王
は
〔
彼
に
〕

問
う
て
言
っ
た
、『
お
前
が
言
う
刀
に
つ
い
て
、〔
そ
れ
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
〕
私
に
説
明
す
る
が
よ
い
』
と
。
こ
の
人
は
、

こ
れ
ま
で
の
事
情
に
つ
い
て
詳
し
く
〔
次
の
よ
う
に
〕
王
に
答
え
た
、『
王
が
今
た
と
え
私
の
身
体
を
切
り
裂
き
、
手
足
を

バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
刀
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
も
、
決
し
て
取
り
戻
す
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
私
と
王
子
と
は
、
も
と
よ
り
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親
し
く
し
て
お
り
ま
し
た
。〔
し
か
し
〕
以
前
一
緒
に
い
て
〔
そ
の
刀
を
〕
目
の
当
た
り
に
し
て
も
、
決
し
て
手
で
触
れ
る

よ
う
な
こ
と
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ま
し
て
故
意
に
盗
み
取
る
こ
と
な
ど
な
お
さ
ら
〔
あ
り
得
よ
う
は
ず
が
な
い
〕
で

す
』
と
。
王
は
再
び
〔
彼
に
〕
問
う
て
言
っ
た
、『
き
み
が
見
た
刀
の
見
た
目
は
何
に
似
て
い
る
か
』
と
。〔
彼
は
〕
答
え
て

言
っ
た
、『
大
王
さ
ま
、
私
が
見
た
刀
は
、
羖カ

モ

羊シ
カ

の
角
の
よ
う
〔
な
形
〕
で
し
た
』
と
。
王
は
こ
れ
を
聞
き
お
わ
る
と
、
嬉

し
そ
う
に
笑
い
、〔
彼
に
〕
語
り
か
け
て
言
っ
た
、『
お
前
は
、
も
う
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
。
我
が
蔵
の
中
に
は
、〔
も
と

よ
り
〕
か
か
る
刀
な
ど
な
く
、
ま
し
て
お
前
が
王
子
の
側そ

ば

で
〔
刀
を
〕
見
る
な
ど
な
お
さ
ら
〔
あ
り
得
な
い
こ
と
〕
だ
』
と
。

…
…
」。（
仏
言
、「
譬
如
二
人
共
為
親
友
、
一
是
王
子
、
一
是
貧
賤
。
如
是
二
人
、
互
相
往
返
。
是
時
貧
人
、
見
是
王
子
有
一
好
刀
浄
妙
第
一
、

心
中
貪
著
。
王
子
後
時
、
執
持
是
刀
、
逃
至
他
国
。
貧
人
於
後
、
寄
宿
他
家
、
即
於
眠
中
寱
言
、『
刀
刀
』。
傍
人
聞
之
、
収
至
王
所
。
時
王
問
言
、

『
汝
言
刀
者
、
可
以
示
我
』。
是
人
具
以
上
事
答
王
、『
王
今
設
使
屠
割
臣
身
、
分
裂
手
足
、
欲
得
刀
者
、
実
不
可
得
。
臣
与
王
子
、
素
為
親
厚
。
先

共
一
処
、
雖
曽
眼
見
、
乃
至
不
敢
以
手
掁
触
、
況
当
故
取
』。
王
復
問
言
、『
卿
所
見
刀
相
貌
、
何
類
』。
答
言
、『
大
王
、
臣
所
見
者
、
如
羖
羊
角
』。

王
聞
是
已
、
欣
然
而
笑
、
語
言
、『
汝
今
随
意
所
至
、
莫
生
憂
怖
。
我
庫
蔵
中
都
無
是
刀
、
況
汝
乃
於
王
子
辺
見
』。
…
…
」。）（
南
本
・T

12-653b

）

�

　

こ
の
話
を
踏
ま
え
て
、『
伝
心
法
要
』
に
は
、「
今
ど
き
の
人
は
多
知
多
解
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
言
葉
の
意
味
を
広
く
探
究
し
、

そ
の
こ
と
を
修
行
と
称
し
て
い
る
。
し
か
し
実
は
多
知
多
解
は
か
え
っ
て
真
実
へ
の
目
を
塞
ぐ
も
の
で
あ
る
。
…
［
中
略
］
…
三

乗
の
修
行
者
は
皆
な
こ
ん
な
手
合
い
ば
か
り
だ
。
皆
な
消
化
不
良
者
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。『
知
解
が
消こ

な

れ
ぬ
と
全
て
毒
薬
と
な

る
』
と
い
う
も
の
で
、
こ
う
い
う
手
合
い
は
皆
な
生
死
の
流
転
の
中
に
引
き
込
ま
れ
る
運
命
だ
。
真
如
の
世
界
に
は
、
こ
う
い
う

こ
と
は
全
然
な
い
。
だ
か
ら
『
我
が
王
の
庫
に
は
か
か
る
刀
な
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

』
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
蓄た

く
わ
え
て
い
た
一
切
の
知

解
は
、
全
て
排
除
し
て
空
っ
ぽ
に
し
、
分
別
を
な
く
し
て
し
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
ま
さ
に
『
空
如
来
蔵
』
と
い
う

も
の
で
あ
る
（
今
時
人
只
欲
得
多
知
多
解
、
広
求
文
義
、
喚
作
修
行
、
不
知
多
知
多
解
、
翻
成
壅
塞
。
…
［
中
略
］
…
三
乗
学
道
人
、
皆
是
此
様
、
尽

名
食
不
消
者
。
所
謂
知
解
不
消
、
皆
為
毒
薬
、
尽
向
生
滅
中
取
。
真
如
之
中
都
無
此
事
。
故
云
、『
我
王
庫
内
無
如
是
刀
』。
従
前
所
有
一
切
解
処
、
尽
須
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併
却
令
空
、
更
無
分
別
、
即
是
空
如
来
蔵
）」（T

48-382c

、
筑
摩
本
・p.61

）
と
あ
り
、「
我
王
庫
内
無
如
是
刀
」
に
つ
い
て
、
入
矢
義
高
氏
は
、

「
実
相
を
知
ら
ず
に
我
執
に
迷
わ
さ
れ
、
幻
の
刀
を
心
に
作
り
ま
で
す
る
迷
妄
を
戒
め
た
も
の
」（
筑
摩
本
・p.66

）
と
解
説
し
て
い
る
。

ま
た
、『
碧
巌
録
』
第
九
五
則
・
頌
著
語
に
も
「
我
が
王
の
庫
の
中
に
、
是
く
の
如
き
事
無
し
（
我
王
庫
中
、
無
如
是
事
）」（T

48-218c

、

岩
波
文
庫
本
㊦p.214

、
末
木
訳
㊦p.261

）
と
あ
る
。

（
31
）
弄
将
出
來
＝
単
語
に
切
り
分
け
る
と
「
弄
＋
将
＋
出
来
」
と
な
る
。「
弄
」
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
、「
三
玄
三
要
」
や
「
四
料

簡
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
許
多
の
絡
索
」
を
「
弄
す
る
」
こ
と
と
解
釈
し
、「
拈
弄
」
の
意
味
と
し
て
捉
え
た
。「
拈
弄
」
は
、「
古

則
や
公
案
を
取
り
上
げ
て
弁
じ
立
て
る
意
味
に
用
い
る
」（『
禅
語
』p.370

）。「
将
」
は
接
尾
辞
で
あ
り
、「
動
詞
と
『
出
来
』『
起
来
』

『
上
去
』
な
ど
の
間
に
置
か
れ
る
」（『
中
国
語
』p.1505

）。
用
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、『
碧
巌
録
』
第
二
八
則
・
頌
評
唱
に
「
若
是
劈

脊
便
棒
、
驀
口
便
摑
、
推
将
出
去
、
方
始
親
切
為
人
」（T

48-168c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.354

、
末
木
訳
㊤p.452

）
と
あ
る
。

（
32
）
上
流
＝
時
代
は
下
る
が
、『
潙
山
警
策
註
』
に
「『
上
流
』
と
は
、
優
れ
た
機
根
と
志
〔
の
持
ち
主
〕
の
こ
と
（
上
流
、
即
上
根
利

志
）」（Z114-469b

）
と
あ
り
、
こ
の
注
釈
を
参
考
に
解
釈
を
試
み
た
。

（
33
）
契
證
＝
『
碧
巌
録
』
第
二
二
則
・
本
則
評
唱
に
「
雪
竇
は
只
だ
雲
門
の
、
雪
峰
の
意
を
契
証
し
得
た
る
こ
と
を
愛こ

の

む
が
為
に
、

所ゆ

以え

に
頌
出
す
（
雪
竇
只
為
愛
雲
門
契
証
得
雪
峰
意
、
所
以
頌
出
）」（T

48-163c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.299

、
末
木
訳
㊤p.378

）
と
あ
り
、
岩
波
文
庫

本
の
語
注
に
「
ぴ
っ
た
り
と
会
得
す
る
」（
同
上
）
と
あ
る
。「
契
」
字
に
つ
い
て
は
、
中
鉢
雅
量
「
唐
宋
口
語
釈
義
拾
遺
（
３
）
─

唐
代
禅
語
録
を
中
心
と
し
て
」（『
名
古
屋
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
第
三
二
号
・
二
〇
〇
七
）
参
照
。

（
34
）
驗
認
＝
『
漢
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
辞
書
類
に
見
ら
れ
な
い
。『
禅
苑
清
規
』
巻
一
〇
「
百
丈
規
縄
頌
」
に
見
ら
れ
る
「
堂
中
及

寮
内
去
失
衣
物
等
、
須
具
衣
物
色
数
時
節
処
所
、
聞
白
主
首
、
験
認
有
無
虚
実
（
堂
中
及
び
寮
内
に
衣
物
等
を
去
失
す
れ
ば
、
須
く
衣
物
の

色
数
・
時
節
・
処
所
を
具
つ
ま
び
らか
に
し
て
、
主
首
に
聞
白
し
、
有
無
虚
実
を
験あ
ら
た
め
認
め
し
む
べ
し
）」（Z111-467d

、
曹
洞
宗
宗
務
庁
本
・p.371

）
と
い
う
用

例
を
参
考
に
、「
調
べ
見
分
け
る
」「
吟
味
す
る
」
と
い
う
解
釈
を
試
み
た
。
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（
35
）
正
按
旁
提
＝
『
禅
語
』
に
「
真
正
面
か
ら
お
さ
え
つ
け
た
り
、
側
面
的
に
引
き
立
て
て
や
っ
た
り
。
修
行
者
を
導
く
手
だ
て
」

（p.211

）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
六
六
則
・
垂
示
の
「
当
機
覿て

き

面め
ん

、
陥
虎
の
機
を
提ひ

っ
さ
げ
、
正
按
傍
提
、
擒
賊
の
略

を
布し

く
（
当
機
覿
面
、
提
陥
虎
之
機
、
正
按
傍
提
、
布
擒
賊
之
略
）」（T

48-196b

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.301

、
末
木
訳
㊥p.397

）
な
ど
。

（
36
）
本
分
種
草
＝
「
本
分
」
に
つ
い
て
は
、【
１
】「
示
華
蔵
明
首
座
」（
ｄ
）《
語
注
》（
７
）
参
照
。「
種
草
」
と
は
、「
子
孫
」「
児

孫
」
の
こ
と
。
同
（
ａ
）《
語
注
》（
17
）
参
照
。「
本
分
種
草
」
と
い
う
表
現
は
、「
示
杲
書
記
」
の
こ
こ
以
外
で
は
、『
大
慧
普
覚

禅
師
年
譜
』「
紹
興
六
年
丙
辰
」
条
に
「
重
ね
て
钁か

く

頭と
う

辺
に
本
分
の
種
草
を
覓も

と

め
し
む
（
重
俾
於
钁
頭
辺
覓
本
分
種
草
）」（J1-800b

）
と

あ
る
の
が
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
り
、
蔵
経
経
典
中
に
他
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。『
碧
巌
録
』
な
ど
に
「
本
分
作
家
」（
第
三
一
則
・

本
則
評
唱
な
ど
）、「
本
分
宗
師
」（
第
一
七
則
・
垂
示
な
ど
）
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
本
来
の
力
量
を
具そ

な

え
た
児
孫
」

と
い
う
解
釈
を
試
み
た
。
続
い
て
、
臨
済
義
玄
の
法
嗣
で
あ
る
三
聖
慧
然
や
興
化
存
奨
に
よ
る
接
化
の
話
が
取
り
あ
げ
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
具
体
的
に
は
「
臨
済
の
宗
旨
を
嗣
ぐ
児
孫
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

（
37
）
正
按
旁
提
、
還
本
分
種
草
＝
『
諸
録
俗
語
解
』【
二
八
三
】
に
「『
還
』
は
『
か
え
す
』
こ
と
本
義
な
れ
ど
も
、
転
用
し
て
俗
語

に
は
『
物
を
や
る
』
こ
と
、『
銀
を
は
ら
う
』
こ
と
、『
此
方
へ
く
れ
よ
』
と
云
う
義
な
り
。『
其
の
事
は
你
が
手
ぎ
わ
に
は
い
か
ぬ

ほ
ど
に
、
此
方
へ
わ
た
せ
』。
或
い
は
『
彼
に
わ
た
せ
』
と
云
う
を
『
還
我
』『
還
他
』
と
云
う
」（「
還
我
」
条
・p.66

）
と
あ
る
。「
還

我
」
に
つ
い
て
は
、
入
矢
義
高
『
龐
居
士
語
録
』（《
禅
の
語
録
７
》
筑
摩
書
房
・
一
九
七
三
）
の
語
注
（p.42

）
に
詳
し
い
。
入
矢
氏
は
、「『
お

前
の
主
人
公
を
私
に
返
せ
』
と
い
う
言
い
方
は
、『
お
前
に
預
け
て
あ
る
そ
れ

0

0

を
返
却
せ
よ
』
と
い
う
口
吻
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
の

提
示
を
い
や
お
う
な
し
に
相
手
に
義
務
づ
け
た
言
い
方
で
あ
る
」
と
解
説
す
る
（p.43

）。
こ
う
し
た
「
還
」
の
用
例
は
、
禅
録
に
多

く
見
ら
れ
、
文
脈
に
よ
っ
て
様
々
に
訳
し
分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、『
碧
巌
録
』
第
五
九
則
・
本
則
評
唱
に
「
他か

の
龍
蛇
を
辨
じ
、

休よ
し

咎あ
し

を
別わ

か

つ
は
、
他か

の
本
分
の
作
家
に
還
す
（
他
辨
龍
蛇
、
別
休
咎
、
還
他
本
分
作
家
）」（T

48-192a

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.251

、
末
木
訳
㊥p.326

）、

第
六
一
則
・
垂
示
に
「
法
幢
を
建
て
宗
旨
を
立
つ
る
は
、
他か

の
本
分
の
宗
師
に
還
す
（
建
法
幢
、
立
宗
旨
、
還
他
本
分
宗
師
）」（T

48-193a

、
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岩
波
文
庫
本
㊥p.265

、
末
木
訳
㊥p.344

）、
第
六
六
則
・
垂
示
に
「
解よ

く
死
蛇
を
弄
す
る
は
、
他か

の
作て

だ
れ者
に
還
す
（
解
弄
死
蛇
、
還
他
作
者
）」

（T
48-196b

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.301

、
末
木
訳
㊥p.397

）
と
い
う
用
例
が
あ
る
の
を
踏
ま
え
、「
正
按
旁
提
は
、
本
分
の
種
草
に
還
す
」
と
訓よ

ん
だ
。

（
38
）
梯
媒
＝
修
行
者
が
究
極
の
と
こ
ろ
を
目
指
す
た
め
の
「
梯
子
」、
す
な
わ
ち
「
仲
介
と
な
る
手
助
け
」
と
い
っ
た
程
度
の
意
味
で

あ
ろ
う
。『
漢
語
』
に
「
猶
媒
介
・
関
節
」（
第
四
冊
・p.1063

、
縮
印
本
㊤p.2596

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
否
定
的
な
語
感
を
伴
う
こ
と
を

踏
ま
え
、「
相
手
を
究
極
の
と
こ
ろ
へ
仲
介
誘
導
す
る
余
計
な
手
助
け
」
と
い
う
解
釈
を
試
み
た
。

（
39
）
寳
壽
＝
鎮
州
第
二
世
宝
寿
禅
師
（
生
卒
年
不
詳
）。「
保
寿
」
と
も
書
く
。
臨
済
義
玄
の
法
嗣
で
あ
る
宝
寿
延
沼
（
保
寿
延
沼
）
の
法

を
嗣
い
だ
。
宝
寿
延
沼
が
「
前
宝
寿
」
と
呼
ば
れ
る
の
に
対
し
、「
後
宝
寿
」
と
呼
ば
れ
る
。『
伝
燈
録
』
巻
一
二
「
宝
寿
和
尚
」

条
（T

51-299a

、
禅
研
訓
注
本
④p.569
）、『
会
元
』
巻
一
一
の
同
条
（Z138-201d

）
参
照
。

（
40
）
開
堂
＝
新
命
の
住
職
が
初
め
て
寺
院
に
着
任
し
、
最
初
に
行
う
演
法
の
儀
式
。
祝
国
開
堂
・
祝
聖
上
堂
と
も
。
現
今
は
新
命
の

住
持
が
晋
院
の
最
初
に
仏
祖
の
正
法
眼
蔵
を
開
演
し
、
聖
寿
の
万
歳
を
祝
延
し
、
加
え
て
師
恩
の
無
窮
を
礼
謝
し
、
さ
ら
に
生
霊

の
福
寿
を
祈
祷
す
る
。
古
く
は
、
開
堂
は
勅
命
、
あ
る
い
は
奏
請
・
使
者
の
参
向
な
ど
が
あ
っ
た
の
で
、
財
貨
を
賜
り
斎
を
設
け

た
。『
禅
学
』（p.144

）
参
照
。『
禅
林
象
器
箋
』
巻
九
《
叢
軌
類
》「
開
堂
」
条
（p.6

）
に
詳
し
い
解
説
が
見
ら
れ
る
。

（
41
）
三
聖
＝
臨
済
義
玄
の
法
嗣
で
あ
る
三
聖
慧
然
（
生
卒
年
不
詳
）
の
こ
と
。
鎮
州
（
河
北
省
）
三
聖
院
に
住
し
た
。
臨
済
に
旨
を
得
た

後
、
遍
歴
し
て
仰
山
に
至
る
。
徳
山
に
も
参
じ
、
雪
峰
に
も
参
じ
た
。『
伝
燈
録
』
巻
一
二
「
三
聖
慧
然
」
条
（T

51-294c

、
禅
研
訓
注

本
④p.471

）、『
会
元
』
巻
一
一
の
同
条
（Z138-198a

）、『
禅
学
』（p.103
）
参
照
。

（
42
）
爲
人
＝
『
禅
語
』
に
「『
人
の
為
に
す
』
と
訓
じ
る
。
も
と
も
と
四
悉
檀
の
中
の
『
各
各
為
人
悉
檀
（
仏
が
法
を
説
く
の
に
衆
生
の
機

に
応
じ
て
導
く
こ
と
）』
に
発
し
、
禅
匠
が
修
行
者
の
た
め
種
々
に
手
だ
て
を
弄
す
る
こ
と
を
い
う
。
教
化
、
接
化
」（p.11

）
と
あ
る
。

用
例
と
し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
三
則
・
本
則
評
唱
の
「
若も

是し

本
分
の
人
な
ら
ば
、
這こ

裏こ

に
到
っ
て
、
須す

べ

是か
ら

く
耕
夫
の
牛
を
駆
り
、
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飢
人
の
食じ

き

を
奪
う
底ほ

ど

の
手て

な
み脚
有
っ
て
、
方は

じ

め
て
馬
大
師
の
為い

人に
ん

の
処
を
見
る
べ
し
（
若
是
本
分
人
、
到
這
裏
、
須
是
有
駆
耕
夫
之
牛
、
奪
飢

人
之
食
底
手
脚
、
方
見
馬
大
師
為
人
処
）」（T

48-142c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.69

、
末
木
訳
㊤p.70

）
な
ど
。

（
43
）
瞎
卻
＝
『
禅
学
』
に
「『
瞎
』
は
盲
目
。『
却
』
は
助
詞
。
盲
目
に
し
て
し
ま
う
」（p.163

）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、『
大
慧
語

録
』
巻
三
〇
の
「
若
し
是
れ
伊か

れ

の
遅
疑
し
て
薦す

す

ま
ざ
る
を
見
て
、
便
ち
之
の
与た

め

に
註
脚
を
下
さ
ば
、
但
だ
他
の
眼
を
瞎
却
す
る
の

み
に
非
ず
、
亦
た
乃
ち
自
家
の
本
分
の
手
段
を
失
却
す
（
若
是
見
伊
遅
疑
不
薦
、
便
与
之
下
註
脚
、
非
但
瞎
却
他
眼
、
亦
乃
失
却
自
家
本
分
手

段
）」（T

47-942b
、
筑
摩
本
・p.236

）
な
ど
。

（
44
）
鎭
州
＝
河
北
省
西
部
の
正
定
県
一
帯
を
言
う
。
滹こ

沱だ

河が

に
臨
ん
だ
地
に
あ
り
、
北
京
よ
り
山
西
・
河
南
に
通
ず
る
交
通
の
要
地

で
、
古
来
軍
事
的
に
重
視
さ
れ
た
。
唐
の
大
中
年
間
（
八
四
七
～
八
五
九
）
に
、
臨
済
義
玄
が
、
鎮
州
城
東
南
隅
、
滹
沱
河
の
渡
し
場

に
臨
ん
だ
地
に
臨
済
院
を
開
創
し
、
宗
風
を
挙
揚
し
て
よ
り
、
臨
済
宗
は
こ
の
地
を
中
心
に
発
展
し
た
。
ほ
か
に
、
慧
然
が
住
し

た
三
聖
院
や
宝
寿
沼
が
住
し
た
宝
寿
寺
な
ど
が
あ
る
。『
禅
学
』（p.870

）、『
中
国
歴
史
地
図
集
』
第
五
冊
（p.38-39

②
─
４
・
中
国
地
図

出
版
社
・
一
九
八
二
）
参
照
。

（
45
）
只
如
寳
壽
開
堂
…
便
歸
方
丈
＝
同
様
の
文
章
が
、『
会
元
』
巻
一
一
「
宝
寿
和
尚
」
条
な
ど
に
見
え
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
件
り

で
あ
る
。

寿
（
初
代
の
宝
寿
）、
遷
化
に
臨
む
時
、
三
聖
〔
慧
然
〕
に
嘱
し
て
師
（
第
二
代
の
宝
寿
）
を
請
じ
て
開
堂
せ
し
む
。
師
、
開
堂
の

日
、
三
聖
、
一
僧
を
推
し
出
だ
す
。
師
、
便
ち
打
つ
。
聖
曰
く
、「
与
麼
に
人
の
為
に
せ
ば
、
但
だ
這
の
僧
の
眼
を
瞎
却
す

る
の
み
に
非
ず
、
鎮
州
一
城
の
人
の
眼
を
瞎
却
し
去
る
こ
と
在
ら
ん
」
と
。
師
、
拄
杖
を
擲
下
し
て
、
便
ち
方
丈
に
帰
る
。

（
寿
臨
遷
化
時
、
嘱
三
聖
請
師
開
堂
。
師
開
堂
日
、
三
聖
推
出
一
僧
。
師
便
打
。
聖
曰
、「
与
麼
為
人
、
非
但
瞎
却
這
僧
眼
、
瞎
却
鎮
州
一
城
人
眼
去

在
」。
師
擲
下
拄
杖
、
便
帰
方
丈
。）（Z138-202a

）

�

　

既
に
『
伝
燈
録
』
巻
一
二
「
三
聖
慧
然
」
条
（T

51-295a

、
禅
研
訓
注
本
④p.476
）
に
も
見
え
、
一
僧
に
対
す
る
宝
寿
の
対
応
と
、
そ
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れ
を
肯う

け
が
わ
な
か
っ
た
三
聖
の
真
意
に
つ
い
て
は
、
村
上
俊
氏
の
解
説
が
参
考
に
な
る
（
禅
研
訓
注
本
④p.477

）。

（
46
）
你
看
這
瞎
漢
＝
『
虚
堂
録
』
巻
一
の
「
上
堂
」
で
も
、
こ
の
話
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
（T

47-988c

）、
無
著
道
忠
は
、『
虚
堂

録
犂
耕
』
巻
三
で
、「『
你
』
と
は
大
衆
を
呼
ぶ
（
你
者
呼
大
衆
）」（「
你
看
」
条
・p.21

）
と
解
説
す
る
。
こ
こ
で
は
、『
犂
耕
』
に
基
づ

き
、「
你
」
を
法
堂
に
居
並
ぶ
大
衆
（
修
行
僧
た
ち
）
の
こ
と
と
解
釈
し
た
。

（
47
）
直
打
出
法
堂
＝
「
打
」
字
を
、
動
詞
の
接
頭
語
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、『
宗
門
聯
燈
会
要
』
巻
一
〇
「
興
化
存
奨
」

条
や
『
興
化
禅
師
語
録
』（『
古
尊
宿
語
録
』
巻
五
）
に
「
師
云
、『
你
看
。
這
瞎
漢
、
猶
作
主
在
』。
僧
擬
議
。
師
便
打

0

0

0

、
直
打
下
法
堂
」

（Z136-302a

、Z118-111a
・
中
華
書
局
校
点
本
㊤p.85

）
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
、
こ
こ
で
は
、「
打
つ
」
と
い
う
動
詞
と
捉
え
た
。
用
例
と
し
て

は
、『
宝
峰
雲
庵
真
浄
禅
師
住
金
陵
報
寧
語
録
』（『
古
尊
宿
語
録
』
巻
四
三
）
の
「
待
他
道
一
千
五
百
人
善
知
識
話
頭
也
不
識
、
但
拽
拄

杖
、
打
出
三
門
外
」（Z118-361b
、
中
華
書
局
校
点
本
㊦p.815

）
な
ど
。

（
48
）
觸
悞
＝
『
祖
庭
事
苑
』
巻
二
「
触
悞
」
条
に
「『
触
忤
』
に
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
忤
』
は
『
逆
（
逆
ら
う
）』〔
と
い
う
意

味
〕
で
あ
る
。『
悞
』
は
『
欺
（
欺
く
）』〔
と
い
う
意
味
で
あ
る
〕
で
あ
る
。〔「
触
悞
」
は
〕
本
義
（
本
当
の
意
味
）
で
は
な
い
（
当
作

触
忤
。
忤
逆
也
。
悞
欺
也
。
非
義
）」（X

64-332c

）
と
あ
り
、『
禅
語
』「
触
忤
」
条
に
「
さ
か
ら
う
、
た
て
つ
く
。『
触
悞
』
と
も
書
く
。

ま
た
、『
触
犯
』
と
も
い
う
」（p.275

）
と
あ
る
。「
触
忤
」
の
用
例
に
な
る
が
、『
碧
巌
録
』
第
三
二
則
・
本
則
評
唱
に
「
巌
頭
・
雪

峰
、
近す

す
み
で前
て
礼
拝
し
て
云
く
、『
這
の
新
戒
、
好よ

し

悪あ
し

を
識
ら
ず
、
上
座
に
触さ

か
ら忤
え
り
。
望
む
ら
く
は
慈
悲
も
て
且ま

ず

は
放ゆ

過る

さ
れ
ん
こ

と
を
』
と
（
巌
頭
雪
峰
、
近
前
礼
拝
云
、『
這
新
戒
不
識
好
悪
、
触
忤
上
座
。
望
慈
悲
且
放
過
』）」（T

48-171c

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.28

、
末
木
訳
㊥p.23

）

と
あ
り
、
第
四
八
則
・
本
則
評
唱
「
惟
だ
自
己
に
辜そ

負む

く
の
み
な
ら
ず
、
亦ま且
た
他
人
に
も
触さ

か
ら忤
え
り
（
不
惟
辜
負
自
己
、
亦
且
触
忤

他
人
）」（T

48-184a

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.165

、
末
木
訳
㊥p.214

）
と
あ
る
。

（
49
）
有
權
有
實
＝
『
禅
語
』「
有
権
有
実
、
有
照
有
用
」
条
に
「
方
便
に
よ
る
説
示
も
あ
れ
ば
、
真
実
そ
の
も
の
の
提
示
も
あ
り
、
本

智
を
鏡
の
よ
う
に
輝
か
せ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、そ
れ
を
自
在
に
運
用
し
て
見
せ
る
こ
と
も
あ
る
」（p.30

）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、
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『
碧
巌
録
』
第
六
六
則
・
頌
評
唱
の
「
且さ

道て

、
他か

れ

、
箇
の
什な

麼に

を
か
笑
う
。
須す

べ

是か
ら

く
作
家
に
し
て
方は

じ

め
て
知
る
べ
し
、
這
の
笑
中
に

権
有
り
実
有
り
、
照
有
り
用
有
り
、
殺
有
り
活
有
る
こ
と
を
（
且
道
、
他
笑
箇
什
麼
。
須
是
作
家
方
知
、
這
笑
中
有
権
有
実
、
有
照
有
用
、
有

殺
有
活
）」（T

48-197a

、
岩
波
文
庫
本
㊥p.308

、
末
木
訳
㊥p.407

）
な
ど
。

（
50
）
将
手
向
伊
面
前
橫
兩
遭
＝
無
著
道
忠
は
、「
横
両
遭
」
に
つ
い
て
、「
手
を
左
右
に
揺う

ご

か
す
を
『
横
』
と
云
う
な
り
。『
両
遭
』
は

両
度
な
り
（
手
揺
左
右
云
横
也
。
両
遭
両
度
也
）」（『
虚
堂
録
犂
耕
』
巻
三
「
我
将
手
至
横
両
遭
」
条
・p.22

）
と
解
説
し
て
お
り
、
今
回
の
訳
は
こ

れ
に
従
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
同
じ
話
は
、『
円
悟
語
録
』
巻
一
七
「
拈
古
」
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
次
に
あ
る
よ
う
に
、

「
横
両
遭
」
が
「
劃
両
遭
」
と
な
っ
て
い
る
。

興
化
、
一
日
上
堂
す
。
一
同
参
有
っ
て
来
た
り
、
纔わ

ず

か
に
法
堂
に
上
る
や
、
化
、
便
ち
喝
す
。
僧
、
亦
た
喝
す
。
僧
、
纔わ

ず

か

に
行
く
こ
と
三
両
歩
に
し
て
、
化
、
又
た
喝
す
。
僧
、
亦
た
喝
す
。
僧
、
前
に
進
ま
ん
と
擬ほ

っ

す
れ
ば
、
化
、
棒
を
拈
ず
。
僧
、

又
た
喝
す
。
化
云
う
、「
你
看
よ
、
這
の
瞎
漢
、
猶
お
主
宰
と
作な

る
こ
と
在
る
こ
と
を
」
と
。
僧
、
擬
議
す
。
化
、
便
ち
直じ

き

に
打
っ
て
法
堂
を
下
り
、
却
っ
て
方
丈
に
帰
る
。
侍
者
、
便
ち
問
う
、「
適い

ま
し
が
た来
の
僧
、
甚な

ん

の
語
句
か
有
り
て
和
尚
に
触
忤
す

る
」
と
。
化
云
う
、「
他
、
適い

ま
し
が
た来
、
也ま

た
照
有
り
、
也ま

た
用
有
り
、
也ま

た
権
有
り
、
也ま

た
実
有
り
。
我
れ
手
を
将も

っ

て
伊か

れ
が

面
前
に
向お

い
て
劃
す
る
こ
と
両
遭
す
る
に
、
這
裏
に
到
っ
て
便
ち
用
い
得
ず
。
這か

般か

る
漢
の
似ご

と

き
は
、
打
た
ず
ん
ば
更
に
何

れ
の
時
を
か
待
た
ん
」
と
。（
興
化
一
日
上
堂
。
有
一
同
参
来
、
纔
上
法
堂
、
化
便
喝
。
僧
亦
喝
。
僧
纔
行
三
両
歩
、
化
又
喝
。
僧
亦
喝
。
僧

擬
進
前
、
化
拈
棒
。
僧
又
喝
。
化
云
、「
你
看
、
這
瞎
漢
、
猶
作
主
宰
在
」。
僧
擬
議
。
化
便
直
打
下
法
堂
、
却
帰
方
丈
。
侍
者
便
問
、「
適
来
僧
、

有
甚
語
句
触
忤
和
尚
」。
化
云
、「
他
適
来
也
有
照
、
也
有
用
、
也
有
権
、
也
有
実
。
我
将
手
向
伊
面
前
劃
両
遭
、
到
這
裏
便
用
不
得
。
似
這
般
漢
、

不
打
更
待
何
時
。）（T

47-794b

）

�

　
「
劃
」
は
、「
さ
っ
と
線
を
引
く
」（『
碧
巌
録
』
岩
波
文
庫
本
㊥p.278

）
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
禅
録
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
禅
僧
の
し

ぐ
さ
で
あ
る
。
音
通
の
「
画
」
が
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。『
禅
語
』「
画
一
画
」
条
（p.58

）
参
照
。
し
た
が
っ
て
、『
円
悟
語
録
』
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「
拈
古
」
の
表
現
に
基
づ
け
ば
、「
手
で
彼
の
目
の
前
に
二
度
さ
っ
と
線
を
引
い
て
み
せ
た
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
用
例
と
し
て

は
、『
碧
巌
録
』
第
六
二
則
・
本
則
評
唱
の
「
遂
以
手
劃
一
劃
云
、『
識
得
時
、
是
醍
醐
上
味
。
若
識
不
得
、
反
為
毒
薬
也
』」（T

48-

194b
、
岩
波
文
庫
本
㊥p.277

、
末
木
訳
㊥p.361

）、『
臨
済
録
』「
勘
弁
」
の
「
師
以
杖
面
前
画
一
画
云
、『
還
糶
得
這
箇
麼
』（T

47-503c

、
岩
波

文
庫
本
・p.161

）
な
ど
。「
拈
古
」
に
引
用
さ
れ
た
興
化
自
身
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
興
化
が
僧
を
肯う

け
が
わ
な
か
っ
た
の
は
、
当
初
の
応
酬

で
は
、
相
手
に
照智

慧

も
用運

用

も
、
権方

便

も
実真

実

も
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
が
、
興
化
が
「
手
を
将も

っ

て
伊か

れ
が
面
前
に
向お

い
て
劃
す
る
」
に
及
ん

で
、
彼
が
う
ま
く
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
51
）
興
化
見
同
參
來
…
不
打
更
待
何
時
＝
こ
の
話
は
、『
伝
燈
録
』「
興
化
存
奨
」
条
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
会
元
』
巻
一
一

の
同
条
な
ど
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

師
、
同
参
の
来
た
っ
て
、
纔わ

ず

か
に
法
堂
に
上
る
を
見
て
、
師
、
便
ち
喝
す
。
僧
、
亦
た
喝
す
。
師
、
又
た
喝
す
。
僧
、
亦
た

喝
す
。
師
、
近
前
し
て
棒
を
拈
ず
。
僧
、
又
た
喝
す
。
師
曰
く
、「
你
看
よ
、
這
の
瞎
漢
、
猶
お
主
と
作な

る
こ
と
在
る
こ
と

を
」
と
。
僧
、
擬
議
す
。
師
、
直じ

き

に
打
っ
て
法
堂
を
下
る
。
侍
者
、
請
問
す
、「
適
来
の
那
僧
、
甚な

ん

の
和
尚
に
触
忤
す
る
こ

と
か
有
る
」
と
。
師
曰
く
、「
他
、
適い

ま
し
が
た来
、
也
た
権
有
り
、
也
た
実
有
り
、
也
た
照
有
り
、
也
た
用
有
り
。
我
れ
手
を
将も

っ

て

伊か

れ
が
面
前
に
向お

い
て
横
す
る
こ
と
両
横
す
る
に
及
び
、
這
裏
に
到
っ
て
却
っ
て
去
り
得
ず
。
這か

般か

る
瞎
漢
の
似ご

と

き
は
、
打

た
ず
ん
ば
更
に
何
れ
の
時
を
か
待
た
ん
」
と
。（
師
見
同
参
来
、
纔
上
法
堂
、
師
便
喝
。
僧
亦
喝
。
師
又
喝
。
僧
亦
喝
。
師
近
前
拈
棒
。
僧

又
喝
。
師
曰
、「
你
看
、
這
瞎
漢
、
猶
作
主
在
」。
僧
擬
議
。
師
直
打
下
法
堂
。
侍
者
請
問
、「
適
来
那
僧
、
有
甚
触
忤
和
尚
」。
師
曰
、「
他
適
来
也

有
権
、
也
有
実
、
也
有
照
、
也
有
用
。
及
乎
我
将
手
向
伊
面
前
横
両
横
、
到
這
裏
却
去
不
得
。
似
這
般
瞎
漢
、
不
打
更
待
何
時
」。）（Z138-197b

）

�

　
「
示
杲
書
記
」
で
は
、
興
化
と
相
手
の
僧
と
の
「
喝
」
の
応
酬
の
記
述
が
二
度
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
例
え
ば
、『
円
悟
語
録
』

「
拈
古
」
に
は
「
化
、
棒
を
拈
ず
。
僧
、
又
た
喝
す
（
化
拈
棒
。
僧
又
喝
）」（
前
注
参
照
）、『
会
元
』
に
は
「
師
、
近
前
し
て
棒
を
拈
ず
。

僧
、
又
た
喝
す
（
師
近
前
拈
棒
。
僧
又
喝
）」
と
い
う
句
が
見
ら
れ
、
興
化
が
棒
を
取
り
上
げ
た
こ
と
を
受
け
て
、
相
手
の
僧
が
三
度
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目
の
喝
を
発
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
52
）
本
色
宗
風
＝
「
本
色
」
は
、「
特
色
、
あ
る
い
は
本
分
・
本
領
・
本
来
の
面
目
の
意
」（『
禅
学
』p.1163

）。【
１
】「
示
華
蔵
明
首
座
」

（
ｂ
）《
語
注
》（
８
）
参
照
。
用
例
と
し
て
は
、『
円
悟
語
録
』
巻
一
四
「
示
隆
知
蔵
」
の
跋
文
に
見
え
る
「
真
に
探
賾
精
通
せ
し

本
色
の
衲
子
な
り
（
真
探
賾
精
通
本
色
衲
子
）」（T

47-777b

）、『
心
要
』
巻
上
の
「
若
し
是
れ
本
色
真
正
の
道
流
な
ら
ば
、
要か

な
ら須
ず
情
を

超
え
見
を
離
れ
て
、
別
に
生
涯
有
る
べ
し
（
若
是
本
色
真
正
道
流
、
要
須
超
情
離
見
、
別
有
生
涯
）」（Z120-349d

）、『
碧
巌
録
』
第
五
則
・

本
則
評
唱
の
「
若も

是し

箇
の
本
色
行
脚
の
衲の

っ

子す

な
ら
ば
、
他か

れ

の
恁
麼
な
る
は
已す

是で

に
郎
当
に
人
に
為お

し

え
し
も
の
な
る
を
見
ん
（
若
是
箇

本
色
行
脚
衲
子
、
見
他
恁
麼
、
已
是
郎
当
為
人
了
也
）」（T
48-145b

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.99

、
末
木
訳
㊤p.109

）
な
ど
が
あ
る
。「
宗
風
」
は
、「
一
宗

の
風
儀
・
家
風
・
禅
風
」（『
禅
学
』p.493

）。
用
例
と
し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
六
則
・
本
則
評
唱
の
「
他か

の
雲
門
、
箇
の
宗
風
を
立
つ

る
は
、
須ま

是さ

し
く
箇
の
為い

人に
ん

の
処
有
り
（
他
雲
門
立
箇
宗
風
、
須
是
有
箇
為
人
処
）」（T

48-146b

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.110

、
末
木
訳
㊤p.123

）、『
大

慧
語
録
』
巻
二
四
「
臨
済
の
宗
風
、
其
れ
継
紹
し
難
し
（
臨
済
宗
風
、
難
其
継
紹
）」（T

47-915b

、
中
央
公
論
社
本
・p.237

）
な
ど
が
あ
る
。

こ
こ
に
所
謂
る
「
本
色
宗
風
」
と
は
、
具
体
的
に
は
「
臨
済
の
宗
風
」
の
こ
と
を
言
う
。

（
53
）
迥
然
＝
『
漢
語
』
に
「
卓
越
不
群
貌
（
卓
越
し
て
抜
き
ん
出
て
い
る
さ
ま
）」（
第
一
〇
冊
・p.756

、
縮
印
本
㊦p.6237

）
と
あ
る
。
用
例
と
し

て
は
、『
臨
済
録
』「
示
衆
」
の
「
因
縁
空
、
心
空
、
法
空
を
見
て
、
一
念
決け

つ
じ
ょ
う定
断
じ
て
、
逈
然
と
し
て
無
事
な
る
、
便
ち
是
れ
経

像
を
焚
焼
す
（
見
因
縁
空
、
心
空
法
空
、
一
念
決
定
断
、
逈
然
無
事
、
便
是
焚
焼
経
像
）」（T

47-502b

、
岩
波
文
庫
本
・p.135

）
な
ど
。

（
54
）
羡
＝
九
博
所
蔵
本
の
書
き
込
み
に
「
羡子

カ
フ
」（
願
う
）
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
解
釈
を
試
み
た
。
た
だ
し
、『
円
悟
語
録
』
が
「
欽
」

に
作
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
、「
羡
」
を
「
欽
羡
（
尊
敬
し
、
慕
う
）」
の
意
味
と
し
て
捉
え
、「
作
略
を
貴た

っ
と
ば
ず
、
只
だ
他

の
眼
の
正
し
き
を
羡た

っ
と
ぶ
の
み
」
と
訓よ

ん
で
、「〔
接
化
の
〕
作し

ゅ
だ
ん略
は
重
ん
じ
ず
、
ひ
た
す
ら
相
手
の
眼見

識

が
〔
正
邪
曲
直
を
見
誤
ら
な

い
〕
正
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
重
ん
じ
る
ば
か
り
で
あ
る
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
55
）
透
頂
透
底
＝
「
透
頂
」
は
、『
漢
語
』
に
「
達
到
極
点
。
形
容
程
度
極
深
。
多
含
貶
義
」（
第
一
〇
冊
・p.910

、
縮
印
本
㊦p.6302

）
と
あ
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り
、『
中
国
語
』
に
「
き
わ
ま
る
。
そ
の
極
に
至
る
。
多
く
補
語
用
」（p.3107

）
と
あ
る
。「
透
底
」
は
『
漢
語
』
に
「
①
達
到
極
点
。

②
透
露
底
細
。
③
徹
底
」（
第
一
〇
冊
・p.909

、
縮
印
本
㊦p.6301

）
と
あ
る
。『
碧
巌
録
』
に
見
え
る
「
従
頭
到
尾
」（T

48-179b

・189a

）
や

『
朱
子
語
類
』
に
見
え
る
「
徹
上
徹
下
」「
徹
頭
徹
尾
」
な
ど
に
類
似
す
る
語
で
、
物
事
の
徹
底
性
を
表
わ
す
言
葉
で
あ
ろ
う
。
例

え
ば
、『
心
要
』
巻
上
に
「『
趙
州
の
喫き

っ

茶さ

去こ

』『
秘
魔
の
擎き

ょ
う
し
ゃ杈
』『
雪
峰
の
輥こ

ん
き
ゅ
う毬
』『
禾
山
の
打だ

鼓く

』『
倶
胝
の
一
指
』『
帰き

宗す

の
拽え

い

石せ
き

』『
玄
沙
の
未
徹
』『
徳
山
の
棒
』『
臨
済
の
喝
』
は
、
並
び
に
是
れ
頂

い
た
だ
きを
透
り
底
を
透
り
、
直
截
に
葛
藤
を
剪
断
す
（
趙
州
喫
茶

去
、
秘
魔
擎
杈
、
雪
峰
輥
毬
、
禾
山
打
鼓
、
倶
胝
一
指
、
帰
宗
拽
石
、
玄
沙
未
徹
、
徳
山
棒
、
臨
済
喝
、
並
是
透
頂
透
底
、
直
截
剪
断
葛
藤
）」（Z120-

353a

）
と
あ
る
。

（
56
）
徹
骨
徹
髓
＝
『
禅
語
』
に
「
と
こ
と
ん
、
底
の
底
ま
で
」（p.324

）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
五
則
の
「
這こ

裏こ

に

到
ら
ば
、
須す

べ

是か
ら

く
箇
の
真
実
の
漢
に
し
て
、
聊
か
挙こ

著じ
ゃ
く
す
る
を
聞
く
や
、
骨
に
徹
し
髄
に
徹
し
て
見み

得と

透お

し
て
こ
そ
、
且ま

さ

に
情
思

意
想
に
落
ち
ざ
る
べ
し
（
到
這
裏
、
須
是
箇
真
実
漢
、
聊
聞
挙
著
、
徹
骨
徹
髄
見
得
透
、
且
不
落
情
思
意
想
）」（T

48-145

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.99

、
末

木
訳
㊤p.109

）
な
ど
。

（
57
）
廉
纎
＝
『
禅
語
』
に
「
微
細
な
こ
と
、
ま
た
微
細
に
わ
た
っ
て
造
作
す
る
こ
と
」（p.482

）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、『
碧
巌
録
』

第
七
二
則
の
「
若
し
透
過
せ
ず
ん
ば
、
終
始
廉れ

ん

繊せ
ん

に
渉
っ
て
、
斬た

ち
き
れ
ざ

不
断
ら
ん
（
若
不
透
過
、
終
始
渉
廉
繊
、
斬
不
断
）」（T

48-200b

、
岩
波

文
庫
本
㊦p.16

、
末
木
訳
㊦p.10

）
な
ど
。

（
58
）
獨
脱
＝
『
碧
巌
録
』
第
一
四
則
・
頌
評
唱
に
「
此
の
語
、
独
脱
孤
危
に
し
て
、
光
前
絶
後
な
り
（
此
語
独
脱
孤
危
、
光
前
絶
後
）」

（T
48-154c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.205

、
末
木
訳
㊤p.258

）
と
あ
り
、
第
五
一
則
・
垂
示
に
「
直た

と
い饒
便
ち
独
脱
の
処
に
到
る
も
、
未
だ
免
れ
ず
万

里
に
郷
関
を
望
む
を
（
直
饒
便
到
独
脱
処
、
未
免
万
里
望
郷
関
）」（T

48-185c
、
岩
波
文
庫
本
㊥p.187

、
末
木
訳
㊥p.241

）
と
あ
っ
て
、
岩
波
文
庫

本
は
、「
ひ
と
り
超
脱
す
る
。
唯
我
独
尊
の
自
立
」（
㊥p.187

）
と
注
記
し
、
末
木
訳
は
「
聳そ

び

え
立
つ
」（
㊤p.258

）、「
独
り
聳
え
立
つ
」

（
㊥p.241

）
と
訳
し
て
い
る
。
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（
59
）
的
的
相
承
＝
「
的
的
」
に
つ
い
て
は
、
注
（
７
）
参
照
。「
的
的
相
承
」
と
は
、
祖
師
か
ら
祖
師
へ
明
確
に
仏
法
が
相
続
さ
れ
る

こ
と
。「
嫡
嫡
相
承
」
と
も
言
う
。『
禅
の
思
想
辞
典
』（p.364

）
参
照
。
用
例
と
し
て
は
、『
臨
済
録
』「
示
衆
」
の
「
道
流
、
山
僧

が
仏
法
は
、
的
的
相
承
し
て
、
麻
谷
和
尚
、
丹
霞
和
尚
、
道
一
和
尚
、
廬
山
と
石
鞏
和
尚
と
に
従よ

り
、
一
路
に
行
じ
て
天
下
に
徧あ

ま
ね

し
（
道
流
、
山
僧
仏
法
、
的
的
相
承
、
従
麻
谷
和
尚
、
丹
霞
和
尚
、
道
一
和
尚
、
廬
山
与
石
鞏
和
尚
、
一
路
行
徧
天
下
）」（T

47-501b

、
岩
波
文
庫
本
・

p.115

）
な
ど
。

（
60
）
可
以
起
此
大
法
幢
、
然
此
大
法
炬
也
＝
「
法
幢
」
は
、『
禅
学
』
に
「
説
法
の
道
場
の
標
幟
。
イ
ン
ド
で
は
大
法
を
宣
布
す
る
際
、

そ
の
標
幟
と
し
て
道
場
の
門
頭
に
幢
幡
を
建
て
た
」（p.1139

）
と
あ
る
。
な
お
、
頭
に
龍
の
形
や
宝
珠
を
飾
り
付
け
た
竿
柱
を
「
幢
」

と
言
い
、
長
く
下
に
垂
れ
た
布
を
「
幡
」
と
言
う
（
同
・p.939

）。「
法
炬
」
は
、
同
じ
く
『
禅
学
』
に
「
仏
法
が
無
明
の
闇
を
照
ら

す
の
を
松た

い

明ま
つ

に
た
と
え
た
も
の
」（p.1128

）
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
此
の
大
法
幢
を
起た

て
、
此
の
大
法
炬
を
然も

や
す
（
起
此
大
法
幢
、

然
此
大
法
炬
）」
と
は
、
仏
法
を
宣
揚
す
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
。『
大
慧
語
録
』
巻
二
〇
に
「
又
た
般
若
社
中
に
一
箇
の
英
霊
の

漢
を
得
て
、
以
て
此
の
大
法
幢
を
扶た

す

け
、
此
の
大
法
炬
を
然も

や
し
、
吾
が
家
の
内な

い

外げ

の
護
為
る
可
き
を
喜
ぶ
（
又
喜
般
若
社
中
得
一
箇

英
霊
漢
、
可
以
扶
此
大
法
幢
、
然
此
大
法
炬
、
為
吾
家
内
外
護
）」（T

47-897a

、
中
央
公
論
社
本
・p.136

）
と
あ
る
。

（
61
）
叨
竊
＝
『
円
悟
語
録
』
は
「
忝
竊
」
に
作
る
。「
叨
窃
」
は
、『
漢
語
』
に
「
謂
不
当
得
而
得
（
得
る
べ
き
で
は
な
い
の
に
得
る
こ
と
を

言
う
）」（
第
三
冊
・p.76

、
縮
印
本
㊤p.1475

）
と
あ
り
、「
忝
竊
」
は
、「
謙
言
辱
居
其
位
或
愧
得
其
名
（
恐
れ
多
く
も
そ
の
地
位
に
居
た
り
、
そ

の
名
声
を
得
て
い
る
こ
と
を
謙
遜
し
て
言
う
）」（『
漢
語
』
第
七
冊
・p.431
、
縮
印
本
㊥p.4249

）
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
分
不
相
応
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。「
叨
窃
」
の
用
例
は
、
蔵
経
経
典
中
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、「
忝
竊
」
に
つ
い
て
は
、
大
慧
宗
杲
『
正
法
眼
蔵
』

巻
三
に
「
遮
の
両
箇
の
老
漢
（
＝
真
浄
克
文
・
白
雲
守
端
）
の
頌
に
拠
れ
ば
、
便
ち
臨
済
を
承う

け
つ嗣
ぐ
可
く
、
佗
の
児
孫
と
作
る
は
、
真ま

こ
と

に
忝
窃
な
ら
ず
（
拠
遮
両
箇
老
漢
頌
、
便
可
承
嗣
臨
済
、
作
佗
児
孫
、
真
不
忝
窃
）」（Z118-75d

）
と
い
う
用
例
が
見
ら
れ
る
。

�
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